
 

 

請 負 実 施 設 計 書（ 当 初 ） 

年 度 令和７年度 施  工  事  由  並  び  に  工  事  概  要 

事 業 名 鶴岡市集落排水事業 
 

   本工事は、農業用用排水の水質保全、農業用用排水施設の

機能維持、並びに農村生活環境の改善を図り、併せて公共用 

水域の水質保全に資することを目的とする農業集落排水施

設機能強化対策の中の、汚水処理施設を改修するための機械

電気設備工事である。 
 工事種別は水道施設工事とする。 
 
     本工事の概要は下記の通りである。 
 
【 処理施設 】 
 
 1.機械設備工事    1-1．機械製作工     1.0式 

 
1-2．機械据付工     1.0式 

                                            
              1-3．機械撤去工     1.0式 
 
 
2.電気設備工事    2-1．動力制御盤・計装盤改修工 1.0式 
                       

 
               
                                            
   

 
 

工 事 名 鶴岡市集落排水事業 東栄地区処理施設機械設備改修工事 

工 事 場 所 山形県鶴岡市楪地内 

工 事 費  

工 期 契約締結日の翌平日 から 令和８年３月３１日 まで 

予 算 区 分  

執 行 区 分  

設 計 図 別紙の通り 

共 通 仕 様 書 山形県農林水産部 土木工事共通仕様書、施設機械共通仕様書 

特 記 仕 様 書 別紙の通り 

設計積算資料 別冊（所管事務所保管） 

備 考 

土地改良工事積算基準(施設機械)：農林水産省農村振興局整備部設計課 

農業集落排水施設標準積算指針：農業集落排水事業諸基準等作成全国検討委員会 

 

 

 



   位 置 図  

 

 

施行箇所 
東栄地区浄化センター 



参 考

鶴岡市下水道課

令和７年度

鶴岡市集落排水事業

東栄地区処理施設機械設備改修工事

金 抜 き 設 計 書

                                                                  鶴岡市楪地内



【東栄地区処理施設更新工事】

・ 機械設備工

 脱水機ユニット N=1基(1箇所) 補助対象 N=1基(1箇所)

①自動微細目スクリーン N=2台

目幅2㎜ 65㎥/h 0.025kw

②し渣脱水機 N=1台

60ℓ/h 0.1kw

③排気ファン N=1台

φ200 ５㎥/min 0.025kw

④ユニット本体・架台 N=1台

・ 電気設備工

 動力制御盤(改修) N=１(4面連結) 補助対象 N=１(4面連結)

参考寸法 W800×D600×H1950

 計装盤(改修) N=１(1面) 補助対象 N=１(1面)

参考寸法 W800×D600×H1950

設 計 概 要 変 更 概 要



上段：当初、下段：変更

本工事費

機械設備工 工事価格 1.0 式 内訳書

電気設備工 工事価格 1.0 式 内訳書

工事価格(合計) 1.0 式

消費税相当額 10.0 ％

本工事費 1.0 式

合計

摘  要

本 工 事 費 内 訳 書

単位 単  価 金  額費  目 工  種 種  別 細  別 数量



鶴岡市下水道課

内訳書・明細書・数量計算表

令和７年度

鶴岡市集落排水事業

東栄地区処理施設機械設備改修工事

機械設備工

                                                                  鶴岡市楪地内



【東栄地区浄化センター更新工事】

・ 機械設備工

脱水機ユニット 補助対象 N=1基(1箇所)

 自動微細目スクリーン N=2台

目幅2㎜ 65㎥/h 0.025kw

 し渣脱水機 N=1台

60ℓ/h 0.1kw

 排気ファン N=1台

φ200 ５㎥/min 0.025kw

 ユニット本体・架台 N=1台

設 計 概 要 変 更 概 要



上段：当初、下段：変更

本工事

機械設備工事

機器費 機器費 1 式 機械設備明細書第1号

合計 1 式

直接工事費 直接材料費 1 式 機械設備明細書第2号

配管資材

補助材料費 140.0 ％

材料費 計 1 式

労務費 1 式 機械設備明細書第3号

一般労務費

労務費 1 式 機械設備明細書第4号

機械設備据付労務費

労務費 計 1 式

合計 1 式 （材料費+労務費）

間接工事費 共通仮設費 68.76 ％

 共通仮設費 計 1 式

現場管理費 57.78 ％

 現場管理費 計 1 式

据付間接費 90 ％

 据付間接費 計 1 式

合計 1 式 （共通仮設費+現場管理費+据付間接費）

据付工事原価 合計 1 式 （直接工事費+間接工事費）

設計技術費 設計技術費 5.54 ％

設計技術費 計 1 式

工事原価 合計 1 式 （機器費+据付工事原価+設計技術費）

一般管理費等 一般管理費 19.84 ％

契約補償費 0.68 ％ （工事原価×0.68%）

一般管理費等 計 1 式

工事価格 合計 1 式 （工事原価+一般管理費等）

摘  要

本 工 事 費 内 訳 書

工 種 種 別 細   別 数量 単位 単 価 金 額



種  目 形状・寸法 数 量 単位 単 価 金 額 摘  要

2.00 台

1.00 台

1.00 台

1.00 台

計

                                                                  鶴岡市楪地内

機械設備明細書 第 1 号 機器費-1 上段：当初

下段：変更

脱水機ユニット
自動微細目スクリーン

目幅2㎜ 65㎥/h 0.025kw

   〃
し渣脱水機

60ℓ/h 0.1kw

   〃
排気ファン           φ

200 5.0㎥/min 0.025kw

   〃 ユニット本体・架台



種  目 形状・寸法 数 量 単位 単 価 金 額 摘  要

7.58 m

6.86 m

計

ステンレス管 50A sch20

機械設備明細書 第 2 号 配管資材 上段：当初

下段：変更

塩化ビニル管 VU100φ



種  目 形状・寸法 数 量 単位 単 価 金 額 摘  要

2.04 人

3.81 人

計

配管工

機械設備明細書 第 3 号 一般労務費 上段：当初

下段：変更

普通作業員



種  目 形状・寸法 数 量 単位 単 価 金 額 摘  要

6.99 人

計

機械設備明細書 第 4 号 機械設備据付労務費 上段：当初

下段：変更

機械設備据付工



鶴岡市下水道課

内訳書・明細書・数量計算書

令和７年度

鶴岡市集落排水事業

東栄地区処理施設機械設備改修工事

電気設備工

                                                                  鶴岡市楪地内



【東栄地区浄化センター更新工事】

・ 電気設備工

 動力制御盤(改修) N=１(4面連結) 補助対象 N=１(4面連結)

参考寸法 W800×D600×H1950

 計装盤(改修) N=１(1面) 補助対象 N=１(1面)

参考寸法 W800×D600×H1950

設 計 概 要 変 更 概 要



上段：当初、下段：変更

本工事

電気設備工事

機器費 機器費 1 式 電気明細書第1号

機器費 計 1 式

直接工事費 直接材料費 1 式 電気明細書第2号

電線・ケーブル類

直接材料費 1 式 電気明細書第3号

電線管類

補助材料費 20.00 ％

材料費 計 1 式

労務費 1 式 電気明細書第4号

一般労務費

労務費 1 式 電気明細書第5号

技術労務費（単体調整・試験）

労務費 計 1 式

複合工費 1 式 電気明細書第6号

複合工費 計 1 式

合計 1 式 (材料費+労務費+複合工費)

間接工事費 共通仮設費 14.62 ％

 共通仮設費 計 1 式

現場管理費 28.86 ％

 現場管理費 計 1 式

機器間接費 18.22 ％

 機器間接費 計 1 式

合計 1 式 （共通仮設費+現場管理費+機器間接費）

工事原価 合計 1 式 （機器費+直接工事費+間接工事費）

一般管理費等 一般管理費 14.38 ％

契約補償費 0.65 ％ （工事原価×0.65%）

一般管理費等 計 1 式

工事価格 合計 1 式 （工事原価+一般管理費等）

摘  要

本 工 事 費 内 訳 書

工 種 種 別 細   別 数量 単位 単 価 金 額



種  目 形状・寸法 数 量 単位 単 価 金 額 摘  要

1.00 式

計

                                                                  鶴岡市楪地内

電気設備明細書

制御盤・計装盤改修
材工共

監視装置・ｸﾗｳﾄﾞ変更含む

第 1 号 機器費 上段：当初

下段：変更



種  目 形状・寸法 数 量 単位 単 価 金 額 摘  要

19.05 m

1.450 付属材料費率

R6農業集落排水施設標準積算指針p117

計

付属材料費

ケーブル・電線類

電線 CV4C×2SQ

電線・ケーブル類 上段：当初

下段：変更電気設備明細書 第 2 号



種  目 形状・寸法 数 量 単位 単 価 金 額 摘  要

23.08 m

0.200 付属材料費率

R6農業集落排水施設標準積算指針p118

計

付属材料費

電線管類（接合材料）

塩化ビニル管 HIVP 22φ

電気設備明細書 第 3 号 電線管類 上段：当初

下段：変更



種  目 形状・寸法 数 量 単位 単 価 金 額 摘  要

4.11 人

計

電工

上段：当初

下段：変更電気設備明細書 第 4 号 一般労務費



種  目 形状・寸法 数 量 単位 単 価 金 額 摘  要

5.80 人

計

点検技術者（電気）

技術労務費(単体調整・試験) 上段：当初

下段：変更電気設備明細書 第 5 号



種  目 形状・寸法 数 量 単位 単 価 金 額 摘  要

2.00 箇所

計

電気設備明細書 第 6 号 複合工費 上段：当初

下段：変更

コンクリート穴あけ・はつり 直径2.5cm 厚さ20㎝



 

 

     令和 ７ 年度  

 

     事業名  鶴岡市集落排水事業  

 

     地区名  東 栄 地 区  

 

     工事名  鶴岡市集落排水事業 東栄地区処理施設機械設備改修工事 

 

 

 

 

 

特 記 仕 様 書 

（ 当 初 ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務所名：鶴岡市 上下水道部 下水道課   

 



項 目 仕 様 内 容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 １ 章 総 則 

 1.共通仕様書の適用 

 

 

 

 

 

 2.週休２日確保工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本工事は、山形県農林水産部制定「土木工事共通仕様書（令和6年10月改正版）」、「施設機械共通仕様書（令

和6年11月改正版）」及び(社)地域環境資源センター発行「日本農業集落排水協会型施設機械等標準仕様（案）」

によるものとし、不足部がある場合は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（機械設備

工事編）」及び「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」を参考とするほか、図面及びこの特記仕様書に基

づいて実施するものとする。なお、工事期間中に図書等の改訂版が発行された場合は、最新版によるものとする。 

 

 

 本工事は、発注者では対象期間（施工開始日から施工終了日）が30日未満の工事と想定し、週休2日確保

工事の対象外としている。 

1 受注者は、工程計画上で対象期間が30日を超え、週休2日確保工事を希望する場合は、施工計画書提出前に

週休2日確保工事を実施する旨について発注者と協議を行うものとする。 

2 実施する場合は「鶴岡市建設工事「週休2日確保工事」実施要領」に基づくため、詳細については実施要領

を確認すること。 

3 発注者は、当初（発注）時において月単位の4週8休以上の現場閉所に応じた経費の補正は行わず、変更（

清算）時に工事費を積算することを基本とするが、閉所状況確認でき次第、積算できるものとする。 

4 発注者は、週休2日確保工事において月単位の4週8休以上の現場閉所を達成した場合、主任（監理）技術

者に対して「週休2日確保工事実施証明書」を受注者の求めに応じて発行するものとする。 

5 受注者は、工事名表示板に月単位の週休2日確保工事に取り組んでいる旨を明示すること。明示の方法は､

第15章その他の図を参考にするものとし、監督職員と協議し決定する。 

6 受注者は、週休2日確保工事が完成したときは、施工開始日、施工終了日、対象期間、現場閉所日及び現

場閉所率を記載した工事打合簿で実施状況を協議すること。協議にあたっては、次の各号に掲げる書類を

提示しなければならない。 

(1)振替休日が反映された工程表 

(2)工事現場の労働者の勤務の状況がわかる出勤簿等の書類 

 

 

 

 



 

項 目 仕 様 内 容 
 

                            

 

第 ２ 章  工 事 内 容  

 

1.目 的 

 

 

2.工事場所 

 

3.工事概要 

(1)計画概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)工事範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

この工事は、農業集落排水事業における汚水処理施設（処理施設）を改修するための、機械設備工事である。 

 

 

山形県鶴岡市東栄地区内(楪地内) 

 

 

この工事の概要は次のとおりである。 

    1）処 理 対 象 汚 水    し尿及び生活雑排水 

    2）計画処理対象人口    970 人 

    3）計 画 汚 水 量     日平均汚水量 262 m3/日 

    4）計 画 水 質     ＢＯＤ  流入水質 200 ㎎/L， 処理水質 20 ㎎/L 

                              ＳＳ  流入水質 200 ㎎/L， 処理水質 50 ㎎/L 

        5）処 理 方 式     連続流入間欠ばっ気方式（JARUS－ⅩⅣ96型) 

 

 

この工事の工事範囲は次のとおりである。  

     1）処理施設    機械設備工事（主要機械製作・据付・配管・撤去工事）   1.0 式 

 

 

 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

4.工事数量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 章  施 工 条 件  

 

1.工程制限 

 

 

 

 

2.部分使用 

 

 

 

3.中間検査 

 

 

4.部分引渡し 

 

 

 

別紙工事数量表による。 

なお、図面及び工事数量表に表示された施工方法及び数量のうち、次に揚げる事項については参考として示した

ものであり、受注者の自主的な施工手段に係わる選択権を拘束するものではない。 

 

   1）出来形とならない土工数量（施工方法別数量が示された場合は、その施工方法を含む。） 

以下次号について同じ。 

   2）この仕様書を含む設計図書に特別な定めがない任意仮設に類する数量 

   3）図面に表示されている出来形とならない堀削線及び堀削断面積等 

    ただし、図面及び工事数量表に表示された施工方法又は数量が、工事現場の状態等正当な理由により妥当性

を欠くと判断される場合は協議する。 

 

 

 

 

工事工程の管理を適切に行い、工事工期に遅延がないよう十分留意すること。また、本工事中に関連する別途工

事が発注された場合は、監督職員及び各受注者と綿密な工程打合せを行いながら施工すること。 

また、中継ポンプ施設は、施設を供用しながらの施工となることから、上下流施設への影響を考慮しながら施工

すること。近隣住民の日常生活の妨げとならないよう十分注意すること。 

 

施設が供用中であることから、施工終了後は直ちに通水が必要となるため、施工箇所の作業記録等については、

写真及びビデオなどを使用し、適切な方法で保存しておくこと。また、施工確認については監督職員の指示による

ものとする 

 

監督職員の指示による。 

 

 

監督職員の指示による。 

 

 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

5.既設構造物 

 

 

 

 

6.地元住民との協調 

 

 

 

7.工程管理 

 

 

8.作業記録管理 

 

 

 

 

 

 

 

9.安全管理 

 

 

(1)気象条件 

 

 

(2)安全教育 

 

 

 

本工事区域内の既設構造物に対しては、十分注意を払って（養生等を行って）施工すること。 

また、本工事は供用しながらの施工であるため、処理工程及び運転管理に十分に配慮し、適正な処理水質を確保

すること。本設計書で計上されている以外の異常が確認された場合は、速やかに監督職員に報告し、適切に対処す

ること。 

 

1）受注者は、作業を実施するにあたり地元住民等に作業内容を説明し理解と協力を得ること。 

2）受注者は、地元住民等からの要望もしくは交渉があった場合、速やかに監督職員に報告し指示に従い、誠意

をもってその対応にあたること。 

 

受注者は、あらかじめ提出した工程表に従い施工管理を適切に行うこと。なお、予定の工事工程と実績とに大差

が生じた場合は、必要な措置を講じて工事の円滑な進行を図ること。 

 

受注者は、次の各項に従って作業記録写真等を撮影し、作業が終了後に工種ごと工程順に記録編集したものを整

理し監督職員に提出すること。 

1）施工箇所の作業前、作業後の写真撮影を行う際は同一方向より撮影を行うこと。ただし、撮影が困難な場合

においては、他の適切な方法で撮影を行うこと。 

2）人力または機械の別による作業状況を撮影する場合は、背景を入れて撮影すること。 

3）一枚の写真では作業状況が明らかにならない場合は、貼り合わせ等により対応すること。 

4）写真のサイズや様式、提出方法については監督職員の指示に従うこと。 

 

受注者は、公害災害・労働災害および物件損傷等の未然防止に努め、｢労働安全衛生法｣、｢酸素欠乏症等防止規

則｣等の定めるところに従い、その防止に必要な措置を十分に努めること。 

 

作業中は、気象情報に十分注意を払い、豪雨取水、地震等が発生した場合は直ちに安全を確保し、二次災害等の

発生に防止に努めること。 

 

受注者は、作業に従事する者に対して定期的に当該作業に関する安全教育を行い、作業員等の安全意識の高揚に

努めること。 

 

 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

(3)労働災害防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.排出ガス対策型建設 

機械の使用 

 

1） 現場作業環境は良好な状態に保つとともに機械器具等の設備は常時点検を行い、作業従事者の安全確保に努

めること。 

2） マンホール等の出入り、又はこれら内部での作業を行う場合は、酸素欠乏症等防止規則で定める酸素欠乏危

険作業主任者の指示に従い、酸素欠乏空気、有毒ガス等の有無を作業開始前・作業中に調査し、必要な措置

を講じること。なお、測定結果等の記録保存・提出については、監督職員の指示に従うこと。 

3）資格を必要とする諸機械を使用する場合は、有資格者の資格照明を提出するとともに、資格証の携帯を義務 

付けること。 

 

 

本工事で使用する建設機械については、排出ガス対策型建設機械又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使

用するものとする。ただし、これによりがたい場合は、監督職員と協議するものとする。 

なお、排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出

ガス浄化装置の開発」、または、これと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業によ

り評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を装着することで、排出ガス対策型建設機械と同等とみなす。 

排出ガス対策型建設機械又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場にお

いて使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。 

 

本工事における対象機械一覧 

 

建 設 機 械  備 考 

特になし  

  

  

  

  

  

  
 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第 ４ 章  現 場 条 件  

 

1.土 質 

 

2.工事支障物件 

 

3.関連工事 

 

4.第三者に対する措置 

 

 

 

(1)騒音、振動対策 

 

(2)落石防止対策 

 

(3)保安対策 

 

 

(4)交通安全対策 

 

 

 

 

(5)重量制限 

 

(6)特許権等 

 

 

 

特になし。 

 

特になし。 

 

特になし。 

 

重機、資材運搬及び施工中において、第三者の家屋等の物件を破損しないよう、また、人身に損傷を与えぬよう

努めること。なお、事故等が発生した場合は、受注者の負担により責任を持って対処すること。 

また、環境へも配慮し、臭気が発生する場合にはその対策を十分にとること。 

 

工事期間中は、周辺住民に対して騒音・振動等の影響を与えないような対策を講じて施工するものとする。 

 

特になし。 

 

標識類、防護柵等の安全施設類については、現場状況に応じて設置すること。また、資材及び重機類の盗難等に

は十分注意し対策を講ずること。なお、作業完了後は重機類のキーは必ず抜き取り盗難対策に努めること。 

 

資材運搬路としては、施設用地東側の県道等を利用することになるが、一般車両及び農耕車両の通行が優先する

ものとし、適宜出入口に清掃作業員及び通行の安全を確認する作業員を配置して、道路面の汚れを防止すると共に、

通行車両の安全にも万全を期するものとする。また、道路付帯構造物や水路等の破損がないよう適切な養生措置を

講じること。 

 

特になし。 

 

特になし。 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

5.関係機関との調整 

 

6.建設廃棄物の処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事中において、関係者との協議により疑問が生じた場合は、別途協議する。 

 

1）受注者は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年度法律 第104号）（以下「建設リ

サイクル法」という。）及び「山形県リサイクル指針」（平成14年 4月制定）に基づき、資材の有効な利用

の確保及び廃棄物の適正な処理を行わなければならない。 

2）受注者は、建設リサイクル法第18条第１項の規定により、特定建設資材（コンクリート、コンクリート及び

鉄から成る建設資材、ｱｽﾌｧﾙﾄ、木材）の廃棄物の再資源化が完了した場合、共通仕様書で定める再生資源利

用（促進）計画に特定建設資材廃棄物の再資源化に要した費用を追記し、監督職員に提出しなければならな

い。 

3）建設工事の施工により発生する指定副産物は、許可を得た産業廃棄物処理業者等へ持ち込むなど、適切に処

理するものとする。なお、搬出完了後はマニフェストの写しを提出すること。 

 

（ 指 定 副 産 物 ） 金属くず  
 

 
 

（再資源化施設） 鶴岡浄化センター    

（ 受 入 れ 場 所 ） 
鶴岡市宝田三丁目

21-1 

   

 

（ 受 入 れ 時 間 ） 協議とする    

（ 運 搬 距 離 ） 11km    

 

4）再生資材の使用工種、再生処理施設への運搬処理等については、監督職員と協議を行うこと。 

 

 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

7.建設副産物対策 

 

 

1）「山形県建設リサイクル推進計画」に基づき、リサイクル計画書（当初）を本仕様書末尾に示している。受

注者は、リサイクル計画書（当初）に基づき、前記様式１並びに様式２の（実施書）を作成して提出するも

のとする。 

2）受注者は、建設副産物の｢発生抑制｣｢再利用の促進｣｢適正処理｣に心掛け、特に発生材の再利用に努めるもの

とする。 

 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第 ５ 章 仮 設 工 

 

1.仮設工事 

 

 

 

2.任意仮設 

 

(1)仮設道路 

 

 

(2)土取場、土捨場、 

一時仮置場 

 

(3)仮設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)資機材の保管 

 

 

 

本工事期間中においても流入汚水の処理行うため、処理施設の処理水質については、BOD 20mg/L、SS 50mg/Lを

遵守すること。また、臭気対策を十分に講ずること。 

 

 

 

 

特になし。 

 

 

特になし。 

 

 

1）土留工 

特になし。 

 

2）水替工 

特になし。 

 

3）仮設電力設備工 

特になし。 

 

 

本工事に使用する資材及び重機類は工事現場内に置くものとするが、盗難等には十分注意し対策を講ずること。 

また、資材は荷くずれを起こさないよう、品質に影響を及ぼさないよう留意すること。 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第 ６ 章 工 事 用 地 等  

 

1.発注者が確保している用地等 

 

2.用地等の使用及び返還 

 

 

 

 

第 ７ 章 支 給 材 料  

 

 

第 ８ 章 貸 与 設 備 等  

 

 

第 ９ 章 現 場 発 生 品  

 

 

第１０章 工 事 用 電 力  

 

 

第１１章 工事用機器及び材料 

 

1.規格及び品質 

 

 

 

特になし。 

 

受注者が工事区域内に仮設建物の設置を希望する場合は、監督職員の承諾を得て使用すること。 

また、工事を行う上で施工上必要な用地の借地及び返還に当たっては、使用条件に基づき必要な措置（原形復旧）

を講じた後、発注者に通知しなければならない。 

 

 

特になし。 

 

 

特になし。 

 

 

現場発生品が生じた場合は、監督職員と協議の上処理（処分）するものとする。 

 

 

この工事に使用する電力設備及び水道設備、並びに電気料金及び水道料金は、受注者が負担するものとする。 

 

 

 

 

この工事に使用する機器及び材料の規格・品質は、別途図面・工事数量表に示すとおりとする。 

なお、コンクリートについては、JIS A 5308（レディミクストコンクリート）を使用するものとし、セメントの

種類については高炉セメント（Ｂ種）とする。 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2.見本又は資料提出 

 

この工事に使用する機器及び材料のうち、ＪＩＳ規格品の工事用機器及び材料については、ＪＩＳ規格表示許可

書の写を提出し、その他の工事用機器及び材料については、使用前に見本カタログ、試験成績書等を監督職員に提

出して、承諾を受けなければならない。 

なお、二次製品については下記のとおりとする。 

 

1）二次製品の承諾願添付資料 

① ＪＩＳ等規格、表示許可工場製作の場合 

ｲ. 製品製作工場名、表示許可番号等工場内容が判断できる資料 

ﾛ. 製品の品質管理資料は、土木工事施工管理基準による 

ﾊ. カタログ 

 

② ＪＩＳ等規格、一般工場製作の場合 

ｲ. 製品製作工場名等工場内容が判断できる資料 

ﾛ. 製品の品質管理資料は、土木工事施工管理基準による 

ﾊ. 製品の製造仕様書（社内規定） 

ﾆ. カタログ 

 

③ 非ＪＩＳ等規格、製品を表示許可工場（他のＪＩＳ規格で許可）で製作する場合 

ｲ. 製品製作工場名、表示許可番号等工場内容が判断できる資料 

ﾛ. 特記仕様書に規定する設計条件に合致していることを証明する資料（水理、構造、計算書） 

ﾊ. 特記仕様書に承認事項として指示したものの資料（形状、寸法図等） 

ﾆ. 製品の品質管理資料は、土木工事施工管理基準による 

ﾎ. 製品の規格に関する社内規定 

ﾍ. カタログ 

 

④ 非ＪＩＳ等規格を一般工場で製作する場合 

ｲ. ③に規定するｲ～ﾍの項目資料 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

3.監督職員の検査又は試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.監督職員の立会、見本検査 

 

 

 

 

 

1）機器及び材料の検査 

機器及び材料は、種別ごとに監督職員の検査を受ける。 

ただし、軽易な機器及び材料については、監督職員の承諾を受けて省略することができる。 

なお、合格した機器及び材料と同じ種別の機器及び材料は、監督職員の特に指示する機器及び材料を除き、

以後の使用を承諾されたものとする。 

 

      2）機器及び材料の試験 

機器及び材料は、試験によらなければ設計図書に定められた条件に適合することが証明できない機材につ

いて試験を実施する。 

また、試験方法は、建築基準法、ＪＩＳ（日本工業規格）等に定めのある場合は、それによる。 

ただし、製造者において、実験値等が整備されているものは、監督職員の承諾により、性能表又は、能力

計算書など、性能の証明となるものをもって、試験に代えることができる。 

なお、試験が完了したときは、その試験成績表を速やかに監督職員に提出するものとする。 

 

 

監督職員の指示による。 

 

 

 

 

 

 

 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１２章  施 工 

 

1.一般事項 

 

(1)水準点 

 

(2)関連工事との関連 

 

(3)検測又は確認 

 

 

 

 

この工事の水準点は、設計図面に示すKBMを使用しなければならない。 

 

   特になし 

 

1）検 測 

① この工事の検測は、施工の一工程を完了した時とする。ただし、これによることができない場合は監督

職員の指示をうけること。 

② 合格した工程と同じ工法により施工した部分については、以後の監督職員の検査は抽出検査とする。 

③ 監督職員が特に指示した場合は、この限りでない。 

 

2）確 認 

下記の場合は監督職員の立会いを受けること。 

① 躯体寸法・機械電気設備等の既設構造物の確認を行う場合。 

② 主要な機械の設置位置・配管・配線等の墨出しを行う場合。 

③ 既設構造物の撤去・取壊し後、次工程を行う場合。 

④ 主要な機械・機器等の搬入・設置を行う場合。 

⑤ コンクリート打設を行う場合。 

⑥ 施工後に検査が困難な箇所を施工する場合。 

⑦ 総合試運転及び調整を行う場合。 

⑧ 監督職員が特に指示する場合。 

 

 

 

 

 

 



 

項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

施工段階確認は、上記項目に加えて次に示す確認を追加するものとする。 

 

工  種 確認内容 確認時期 

機械設備 

１．機械機器類 

（1）スクリーン等主要機器 

（2）し渣脱水機 

（3）ユニット本体・架台 

（4）排気ファン 

（5）その他必要な機器 

 

１．据付外観 

(1)据付状態 

 ①提出図書に示す所定の位置に据付られ

ていること。 

 ②据付水平度等が許容値以内であること。

（製造者の基準による。） 

 ③アンカーボルト等で堅固に固定されて

いること。 

 ④アンカーボルトねじ部の先端が、ナット

の上面からねじ山が2～3山以上（目安）

確保されていること。 

 

出来形管理 

 

現場据付時 

電気設備 

１． 配電盤類 

（1）動力制御盤 

（2）計装盤 

（3）その他必要な機器 

１．据付外観 

(1)据付状態 

 ①提出図書に示す所定の位置に据付られ

ていること。 

 ②据付水平度等が許容値以内であること。

（製造者の基準による。） 

 ③アンカーボルト等で堅固に固定されて

いること。 

 ④アンカーボルトねじ部の先端が、ナット

の上面からねじ山が2～3山以上（目安）

確保されていること。 

 

出来形管理 

 

現場据付時 

 



項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2.機械電気設備製作工事 

 

 

3.機械電気設備据付工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「設計図面」及び「機器仕様書」の定めるとおりとする。なお、特に定めのないものについては、監督職員の指

示による。 

 

1)  機器及び材料は、「設計図面」及び「機器仕様書」の定めるとおりとする。なお、特に定めのないものに

ついては、監督職員の指示による。（アンカー引抜強度など） 

2)  支持金物等は、全てステンレス鋼製（SUS304）とする。また、塩化ビニル管等の支持は、Ｕバンド等によ

り施工を行うものとする。 

3)  防食被覆層における配管、タラップ、支持金物などの取付け部及び施工目地は、被覆層に最も損傷が発生

しやすく、これを保護するためシーリング材等を用いて適切な処理を行うこと。 

4)  配管の主要な箇所は、フランジ継手等により事後の取外しが可能なよう配慮すること。 

5)  弁類及び管類（汚水配管及び空気配管）の規格は、10kgf/cm2とする。 

6)  SUS製のボルトナットを結合する場合は、焼き付き防止スプレー等による処理を行うこと。 

7)  振動を伴う箇所でボルトナットを結合する場合は、防振ゴムを設置するとともに、スプリングワッシャー

又はダブルナット等により緩みを防止すること。また、ボルトナット及びワッシャー等は同一材料にて施工

すること。 

8)  ステンレス鋼鋼管は、配管用ステンレス鋼鋼管（溶接管）JIS G 3459（SUS304）とし、呼び厚さの40A以下

は10S、50A以上は10S以上とする。また、ステンレス鋼鋼管は基本的に溶接配管とし、それ以外のもので施

工を行う場合は、監督職員の指示による。 

9)  電気工事用材料の製造メーカは、同一品種の材料に対して一社の製品に統一すること。 

10)  地下部に設置する端子箱は、原則として床上1.20m以上に取り付けること。また、各配管とプルボックス等

の取り合い及び納まりについては、十分注意（配慮）すること。 

11)  ポンプ井には、動力ケーブル及び吊上げ用チェーンの支持金物（SUS304）を取り付けること。 

12） 電機設備を固定するアンカーボルトに、あと施工アンカーを使用する場合は、おねじ形の金属拡張

アンカーか接着系アンカーを使用すること。なお、めねじ形の金属拡張アンカーは使用してはなら

ない。また施工に際しては有資格者とする。 

 

 

 

 

 



項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

4.土木工事 

(1)直接仮設工 

 

 

 

(2)防水・防食工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)コンクリート工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）足場工 

① 内部足場については、足場幅60cm以上により作業場の安全を確保しなければならない（日本建築学会標準仕様

に適合させる）。 

 

1）躯体補修工 

① 躯体補修工については、（一社）地域環境資源センター発行「農業集落排水施設のコンクリート防食の手引き

（令和2年8月）」に準拠して施工を行うこと。 

 

2）防水・防食工 

① 防水・防食工については、（一社）地域環境資源センター発行「農業集落排水施設のコンクリート防食の手引

き（令和2年8月）」に準拠して施工を行うこと。なお、各部位（各処理水槽ごと）の防水・防食施工ランクに

ついては、設計図面のとおりである。 

 

3）既存施設状況の確認 

① 工事実施に際しては、既存施設の状況（腐食・劣化・破損など）を確認し、その状況により補修・修繕が必要

と判断される場合は、監督職員の指示に従い対処すること。特に汚水中の設備機器などについては、処理施設

運転後の対応が困難となることから、見落としが無いように注意すること。 

 

1) コンクリート工 

① 既存構造物との打ち継ぎ目は、確実に処理を行った後に施工すること。 

② 型枠内に設置するスリーブ・ボックス・埋込み金物などは、コンクリート打込み前に移動しないように取付け

ること。 

③ 高炉セメント（B種）を使用する場合は、湿潤養生で5日間・加熱養生で5日間を養生期間とする。 

 

 

 



項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第１３章 施 工 管 理  

 

1.主任技術者等の資格 

 

 

 

2.監理技術者等の資格 

 

 

 

 

3.施工管理 

 

 

 

 

 

 

 

(1)施工管理の追加 

 

(2)施工管理基準からの 

除外項目 

 

 

4.監理技術者の届出 

 

 

 

主任技術者の必要とする資格として、施設機械共通仕様書第１章 第２節 1-2-1に該当する資格を有するものとし、 

農業集落排水処理施設の構造及び運転管理等に精通していること。 

 

 

監理技術者の必要とする資格として、施設機械共通仕様書第１章 第２節 1-2-2に該当するもとし、一級管工事

施工管理技士、浄化槽設備士の全てまたはいずれかの資格を有しており、農業集落排水処理施設の構造及び運転管

理等に精通していること。 

 

 

1) 受注者は、施設機械共通仕様書第１章 第１節 1-1-33に基づき出来形及び品質についての施工管理を実施し

なければならない。 

また、施工管理基準に定めがないものについては、（社）日本農業集落排水協会発行「農業集落排水施設検

査・施工管理指標（案）」を参考に出来形及び品質についての施工管理を実施するものとし、適用しがたい事

項については監督職員の指示によるものとする。 

 

2) 出来形管理の方法は、管理図表または結果一覧表によるもの、あるいは構造図に朱記併記によるものとする。 

 

      特になし。 

 

      特になし。 

 

 

 

契約約款第11条に基づき、監理技術者の氏名を通知する場合において、建設業法第26条に係る工事である場合は、

当該監理技術者が交付を受けている指定建設業監理技術者資格者証（表面及び裏面）の写し及び監理技術者の専任

届出書を添付すること。 



項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第１４章 変 更 

 

1.明示した条件の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.明示しない条件の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.軽微な変更に対する措置 

 

 

 

1) 次の場合は約款第19条の変更協議を行う。 

① 故障・劣化等の著しい状況変化に伴う数量の変更。 

② 主要機器・機械等における規格・仕様・能力等の著しい変更。 

③ 各種機器材料類における数量の変更。 

 

2) 条件変更を証する資料等 

① 施工条件の変更を行う場合、受注者は監督職員による確認を受ける際に必要とする写真や資料等を取り

そろえること。 

 

 

1) 設計図書に明示されていない場合の施工条件変更に該当する主な事項は、次のとおりである。 

① 転石の出現。 

② 地下埋設物（埋蔵文化財を含む）の出現。 

③ 可燃性ガスの発生。 

④ 断層破砕帯の出現。 

⑤ 落盤の発生。 

⑥ 湧水・出水等の発生。 

 

 

工事内容及び施工条件についての軽微な変更については、両者協議のうえ請負代金額を変更しない場合がある。 

 



項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第１５章 そ の 他 

 

1.監督職員の職務 

 

 

 

 

 

2.提出書類 

 

 

 

1) 施工計画の承諾等に関すること。 

2) 使用材料の承諾、並びに試験若しくは検査に関すること。 

3) 工程管理並びに施工管理に関すること。 

4) 設計図書に明記されていない寸法・仕上げ方法・材料についての指示、又は施工図の承諾に関すること。 

 

 

1) 受注者は下記の工事関係資料を指定期日まで監督職員に提出しなければならない。 

また、確認後返還交付が必要な資料は３部提出とし、他は２部提出とする。 

なお、提出資料は全てＡ４版規格として、ファイリング可能な状態とする。 

 

① 施工計画書 ････････････････････････････ 契約締結後速やかに 

② 工事日報 ･･････････････････････････････ 工事完了時又は監督職員が指示する日 

③ 施工管理図書 ･･････････････････････････ 随時及び工事完了時 

④ 材料検査請求書 ････････････････････････ 施工３日前    

⑤ 施工検査願 ････････････････････････････ 検査３日前  

⑥ 機器及び材料使用承諾願 ････････････････ 施工及び製作１０日前（機器資材リスト表作成） 

⑦ 完成図書その他 ････････････････････････ 工事完了時（３部提出） 

⑧ その他監督職員の指示するもの ･･････････ 監督職員が指示する日 

 

※ 詳細については、監督職員と協議する。 

 



項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

3.標示板等 

 

 

 

4.安全施工 

 

 

5.疑義が生じた場合の処理 

 

 

6.保 証 

 

1) 受注者は工事標示板を工事期間中設置すること。 

2) 設置場所については監督職員と協議すること。 

 

 

受注者は関係法規を尊守し、常に注意を喚起し労働災害防止に万全を期するものとする。 

 

 

共通仕様書、本仕様書、図面等で疑義が生じた場合は、再度協議の上これを定める。 

 

 

本工事において、機器・材料類を含む全ての施工物は、使用開始後２ケ年以内に受注者の設計・製作及び機器不

良に起因する事故が発生した場合には、無償にて取替えまたは修理を行い、速やかに完全なものに復旧しなければ

ならない。ただし、不可抗力あるいは取扱い不良による事故の場合はこの限りではない。 

 



項 目 仕 様 内 容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

7.その他 

 

1) 受注者は、工事期間中工事区域内に、下図のとおりの告知板を設置すること｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕様 （1）「○○工事中」は地を青字、文字を白色とし、反射装置を施すものとする。 

（2）その他の文字及び線は青色、地を白色とする。 

（3）縁の余白は2cm、縁線の太さは1cmとする。 

（4）文字サイズ、レイアウトは記載内容に応じて調整するものとする。 

 

ご迷惑をおかけします

この工事は「週休２日」確保に
取り組んでいます

○○○○○○を
行っています

 令和 ○年 ○月 ○日まで

 時間帯 ○○：○○～○○：○○

発注者　鶴岡市
　　　　　 ○○部○○課
　　　　　 電話　○○○-○○○-○○○○

受注者　○○○○建設株式会社
　　　　　 電話　○○○-○○○-○○○○

○○○○○工事



配管配線表（更新）

動力制御盤・計装盤外形図（改造）

Ｅ－３

Ｅ－４

Ｅ－５

計 画 Ａ－Ａ、Ｂ’－Ｂ’ 断 面 図

計 画 Ｂ－Ｂ、Ｂ′’－Ｂ′′ 断 面 図

計 画 Ｄ－Ｄ、Ｅ－Ｅ 断 面 図

計 画 Ｅ’－Ｅ’、Ｆ－Ｆ 断 面 図

図面番号 図面名称

計 １３

Ｍ－１

Ｍ－５

Ｍ－６

Ｍ－７

Ｍ－９

令和 ７ 年度

鶴 岡 市縮尺 図 示

図面番号 00

作 図

工事名

山形県土地改良事業団体連合会

図面名 図面リスト

鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設

竣工図

図面番号

計

土木工事

図面名称

２

Ｋ－１

計

発注図

Ｅ－７

Ｅ－１

Ｅ－２

電気設備全体配置図（更新）

引込柱図、現場盤外形図

発注図

動力制御盤 単線結線図-1

動力制御盤 単線結線図-2

Ｅ－６－１

Ｅ－６－２

Ｅ－８ 電気設備全体配置図（撤去）

Ｅ－９

図面番 図面名称
発注図発注図

令和6年度改修範囲

Ｍ－２ 計 画 フ ロ ー シ ー ト

Ｍ－３ 計 画 水 位 高 低 図

Ｍ－４

Ｍ－８ 計 画 Ｃ－Ｃ、Ｃ’－Ｃ’ 断 面 図

計 画 Ｆ’－Ｆ’、Ｇ－Ｇ 断 面 図

Ｃ－１

発注図

１回目 ２回目

発注図

Ｖ－１

Ｖ－３

計 画 換 気 平 面 図 （ １ 階 ）

計 画 換 気 断 面 図 （ Ａ－Ａ ）

施 設 配 置 図

計 画 1 階 平 面 図

計 画 地 階 平 面 図

Ｍ－１０

Ｍ－１１

今回改修範囲

動力設備 １階平面図（更新）

操作説明書

引込柱図（撤去）

Ｅ－１０ 動力設備 １階平面図（撤去）

Ｅ－１１ 配管配線表（撤去）

令和6年度改修範囲 今回改修範囲

設機械電気設備改修工事

着色部は今回更新撤去対象図面を示す。
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会社名

図面名

事業（務）所名

年月日

図面番号

山形県土地改良事業団体連合会

工事名

Ｍ－３

令和　 年　 月 　日

計画　水位高低図

鶴　　　岡　　　市

Ｓ＝１：－

農業集落排水事業（東栄川尻地区）

脱水機ユニット



3000

1
00
0

2150
2300

9
00

1
50

150

エアー逃がし管20A

150A

沈　殿　槽 ばっ気槽第２室 ばっ気槽第１室

紫外線消毒ピット

汚泥貯留槽第３室

散水ポンプ槽

汚泥貯留槽第１室

汚泥貯留槽第２室

汚泥受槽 汚泥循環槽

移流槽
消　毒　槽

スカムポンプ槽

汚泥濃縮槽
バルブピット

流量調整槽

放流槽

バイパス

移流水路

排砂槽

ばっ気沈砂槽

倉　　　庫便所電　気　室 ブロワ室 管　理　室 風　除　室

Ａ Ａ

ＢＢ

Ｃ Ｃ

Ｂ’

Ｂ’

Ｂ” Ｂ”

Ｃ’Ｃ’

Ｄ
Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｆ

Ｇ
Ｇ

Ｅ
Ｅ
’

Ｆ
’

Ｆ
’

Ｅ
’

Ｅ
’

V
Pφ

1
50

汚泥引抜ポンプ50A→80A

8
0
A

汚水計量槽

分離液移送ポンプ32A

電磁流量計（予備短管付）
サンプリング32A

200A

125A

ヘッダー管200A

ばっ気槽用ブロワ80A

ばっ気沈砂槽用ブロワ25A

汚泥濃縮槽用ブロワ25A

汚泥貯留槽用ブロワ50A

F
-
20
A

32A 32A32A

32A

32A

32A 32A

32A

32A

32A 32A

32A32A

25A

25A

65A 65A

A
-2
5
A

流
入
管
(V
Pφ

12
5)

125A

80A

1
50
A

2
00
A

手摺り

C D L

K

A

B

FEMNGJ

I

H

D
-
8
0
A

C
-
80
A

J-50A

M-20A

N
-
2
0
A

H
-
2
5
A

I
-
2
5
A 手洗器

掃除用流し

角落し

オーバーフロー150A

ドレン50A

掃除用流し

散水管50AH-25A

I-25A

L
-
3
2
A

手摺り

エアー逃がし管20A

50A

水抜きφ50（ゴム栓付）

50A

ヘッダー管50A

ヘッダー管50A

ヘッダー管50A

J
-
5
0
A

G
-
4
0
A

E
-
4
0
A

F
-
2
0
A

D
-
8
0
A

C
-
8
0
A

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
管

バイパス管　
125A

散水管50A
散水管50A

エアー逃がし管32A

H
-
25
A

I
-
25
A

H
-
25
A

I
-
2
5
A

H-25A

I-25A

L-32A

E-40A

K-20A

A-25A

B-20A

B-20A

G-40A

A-25A

B-20A

自動微細目スクリーン

し渣カゴ

VVV-F　7.5kW→5.5kW

（予備水槽） （予備水槽）

（ＶＶＶＦ）→バイエル変速機型

返送汚泥電動弁

余剰汚泥電動弁
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縮尺

会社名

図面名

事業（務）所名

年月日

図面番号

山形県土地改良事業団体連合会

工事名

Ｍ－４

令和　 年　 月 　日

計画　１階平面図

鶴　　　岡　　　市

Ｓ＝１：５０

農業集落排水事業（東栄川尻地区）

動力制御盤

５４３２１

１

２

３

４

２

１

フレキシブル継手

エアー逃し（ばっ気沈砂槽用ブロワ）

３２Ａ

２０Ａ

２０Ａ

Ｎ

Ｌ

Ｍ

エアー逃し（汚泥循環槽用ブロワ）

エアー逃し（汚泥受槽用ブロワ）

エアー逃し（ばっ気槽用ブロワ）

４０Ａ 汚泥受槽　散気装置Ｅ

４０Ａ

２０Ａ

２５Ａ

２５Ａ

５０Ａ

２０Ａ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

Ｇ

Ｈ

Ｆ

汚泥貯留槽　撹拌装置

汚泥濃縮槽　撹拌装置

汚泥循環槽　散気装置

汚泥接触槽　散気装置

汚泥濃縮槽　汚泥引抜ポンプ

２０Ａ

８０Ａ

８０Ａ

２５Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

管径符号

Ａ

ばっ気槽第２室　ばっ気撹拌装置

ばっ気槽第１室　ばっ気撹拌装置

ばっ気沈砂槽　散気装置

エアー管リスト

ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

行　　　　先

M

MLSSDOORP

汚泥掻寄機 （モーター・減速機のみ）

着色部は更新機器を示す。

着色部は躯体改修箇所を示す。

着色部は撤去機器・配管を示す。

着色部は今回更新機器・配管を示す。

65A50A 15A80A

20A 汚泥接触槽

MLSS

IR

ORP計

IR IR

DO計

紫外線消毒装置
M

IR

SS計

高圧受電盤

汚泥受槽用ブロワ40A

汚泥循環槽用ブロワ40A

沈砂排出ポンプ（再利用）

脱水機ユニット

排気

散
水
管
5
0
A

散水管50A

電磁流量計

散水ノズル



2150
2300

1
60
0

2
00

1
08
0

150

1
9
0
0

2
0
0
0

2
5
0
0

1
0
0

2
8
0
0

2
8
0
0

分離液移送ポンプより
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散水ノズル

Ｃ' - Ｃ' 断 面

流入管詳細図

移流水路 ばっ気沈砂槽

200A

8
0A

2
5A

フレキシブル継手

流入管(VPφ125)

1
2
5
A

Ｃ - Ｃ 断 面

ヘッダー管50A

ばっ気槽用ブロワ

散水管50A

掃除用流し

125A

処　理　室
B-20A

A-25A

汚泥濃縮槽用ブロワ

処　理　室

125A

ばっ気沈砂槽用ブロワ

手洗器

ヘッダー管50A電　気　室

H-25A

J G N M E

ヘッダー管200A
F

C

ブロワ室 管　理　室

ヘッダー管50A

LD

動力制御盤

風　除　室

電磁流量計
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縮尺

会社名

図面名

事業（務）所名

年月日

図面番号

山形県土地改良事業団体連合会

工事名

Ｍ－８

令和　 年　 月 　日

鶴　　　岡　　　市

Ｓ＝１：５０

農業集落排水事業（東栄川尻地区）

計画　Ｃ－Ｃ,Ｃ'－Ｃ'断面図

6
0
0

3
5
0

80A25A 40A 40A 80A 25A80A

GL=9.20

GL=9.20 GL=9.20

GL=9.20

▽WL

２０ＡＭ

Ｎ ２０Ａ

Ｌ ３２Ａ

エアー逃し（汚泥循環槽用ブロワ）

エアー逃し（汚泥受槽用ブロワ）

エアー逃し（ばっ気槽用ブロワ）

２５ＡＨ

Ｊ

Ｋ

５０Ａ

２０Ａ

Ｉ ２５Ａ

Ｇ ４０Ａ

Ｅ

Ｆ

４０Ａ

２０Ａ

汚泥濃縮槽　汚泥引抜ポンプ

汚泥貯留槽　撹拌装置

汚泥濃縮槽　撹拌装置

エアー逃し（ばっ気沈砂槽用ブロワ）

汚泥循環槽　散気装置

汚泥接触槽　散気装置

汚泥受槽　散気装置

８０ＡＣ

Ｄ ８０Ａ

Ｂ ２０Ａ

符号

Ａ

管径

２５Ａ

ばっ気槽第２室　ばっ気撹拌装置

ばっ気槽第１室　ばっ気撹拌装置

ばっ気沈砂槽　散気装置

エアー管リスト

ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

行　　　　先
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着色部は更新機器を示す。

着色部は今回更新機器・配管を示す。

着色部は新設配管を示す。

着色部は撤去機器・配管を示す。

汚泥循環槽用ブロワ

汚泥受槽用ブロワ

沈砂排出ポンプ

（再利用） 脱水機ユニット

150A
オーバーフロー管

流出管
200A

100A
排気管

7
5
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電磁流量計

流入管(VPφ125)

倉　庫

C-80A

散水ノズル

Ｇ - Ｇ 断 面

Ｆ' - Ｆ' 断 面

ばっ気沈砂槽 流量調整槽

排砂槽 2
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2
0A

水中撹拌機

バッフル

ばっ気撹拌装置（本体のみ）

ばっ気槽第１室

6
5A

スライドゲート

散水管50A
散水ノズル

K-20A

風　除　室

散水管50A

50A

分離液移送ポンプより
処理室

散水ノズル

B-20A
A-25A

125A

散水管50A

分離液移送ポンプ32A

C-80A
汚泥循環槽

バルブピット ばっ気槽第２室

汚泥移送管65A

3
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3
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エアー逃がし管20A

返送汚泥管80A
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縮尺

会社名

図面名

事業（務）所名

年月日

図面番号

山形県土地改良事業団体連合会

工事名

Ｍ－１１

令和　 年　 月 　日

鶴　　　岡　　　市

Ｓ＝１：５０

農業集落排水事業（東栄川尻地区）

計画　Ｆ'－Ｆ',Ｇ－Ｇ断面図

GL=9.20 GL=9.20

▽WL

▽LWL

▽HWL

▽WL

１
２

３

▽LWL

▽HWL ▽WL

エアー逃し（ばっ気沈砂槽用ブロワ）

２０Ａ

２０Ａ

３２Ａ

Ｎ

Ｍ

Ｌ エアー逃し（ばっ気槽用ブロワ）

エアー逃し（汚泥受槽用ブロワ）

エアー逃し（汚泥循環槽用ブロワ）

Ｅ 汚泥受槽　散気装置４０Ａ

２０Ａ

５０Ａ

２５Ａ

２５Ａ

２０Ａ

４０Ａ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

汚泥濃縮槽　撹拌装置

汚泥貯留槽　撹拌装置

汚泥濃縮槽　汚泥引抜ポンプ

汚泥接触槽　散気装置

汚泥循環槽　散気装置

２５Ａ

８０Ａ

８０Ａ

２０Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

符号 管径

Ａ

ばっ気沈砂槽　散気装置

ばっ気槽第１室　ばっ気撹拌装置

ばっ気槽第２室　ばっ気撹拌装置

行　　　　先

ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

エアー管リスト

V
Pφ

1
50

オーバーフロー VPφ200

フレキシブル継手

ドレン管50A

オーバーフロー管VPφ150
50

1

1
50

VPφ150
1
50

VPφ100

50
1

汚水計量槽

65A

コントローラ

汚泥改質機構

7
0
0

7
0
0

2
5
0
0

1
0
0

6
0
0

2
8
0
0

オーバーフロー管
150A

200A

着色部は更新機器を示す。

着色部は今回更新機器・配管を示す。

着色部は新設配管を示す。

着色部は撤去機器・配管を示す。

散気装置 汚泥移送ポンプ65A

沈砂排出ポンプ
（再利用）

脱水機ユニット

散水管50A



汚泥引き抜き

ばっ気槽第２室

ＷＬ

ばっ気槽角落し

ＷＬ

ばっ気槽第１室

ばっ気撹拌装置

散水ノズル

脱離液管

Ｍ

オーバーフロー

脱離液排出弁

散水ポンプ

スカムポンプ槽

散水ノズル

汚泥掻寄機

HWL

WL センターウエル

M

M

越流堰

スカムスキマ

PPP

沈殿槽汚泥引抜ポンプ

サンプリング管

M

センターウエル

スカムポンプ(本体のみ)

Ｐ

電磁流量計

（予備短管付）

LWL

迂流板消毒器

トラップ

ＨＷＬ

ＬＷＬ

Ｐ

放　流

HWL

防振継手

記　　号

ＦＩＱＲ

ＦＩ

名　　称

凡　　例

Ｍ

記　　号

スライド弁

玉形弁

ボール弁

安全弁

電動弁

逆止弁

仕切弁

名　　称

エアー

汚　水

汚　水

サイレンサ

フレキシブル継手

流量指示計

汚泥・スカム

流量指示積算記録計

ばっ気沈砂槽へ

スライド弁

散水ポンプより

ばっ気沈砂槽用ブロワ

Ｍ

ＫBA

Ｂ Ｂ Ｂ

汚泥貯留槽用ブロワ

F Ｇ

ＦＩＦＩ

Ｍ

ＦＩ

Ｍ

ＦＩ

常用

C D Ｌ

Ｂ Ｂ Ｂ

VVVF

ばっ気槽用ブロワ

VVVF

常用

VVVF

予備

撹拌装置

スライド弁

Ｅ Ｍ Ｎ

＊１ ＊２ ＊３ ＊４

バイパス

ＷＬ

ＷＬ ＷＬ ＷＬＨＷＬ ＨＷＬ

LWL LWL

汚泥濃縮槽用ブロワ

Ｈ Ｉ

Ｍ Ｍ

Ｊ

＊１＊２

＊４＊３

流量調整槽

ばっ気沈砂槽

沈　殿　槽 散水ポンプ槽 消　毒　槽

（ＶＶＶＦ）→バイエル変速機型

濃縮汚泥引抜ポンプ

散水ノズル

移 流 槽

（本体のみ）
ばっ気撹拌装置

（本体のみ）

（モーター・減速機のみ）

・消毒槽排気ファン　　更新

（本体のみ）

返送汚泥電動弁

余剰汚泥電動弁

Ｐ Ｐ

自動微細目スクリーン
オーバーフロー

バイパス

沈砂排出ポンプ

散水ノズル

し渣かご

バイパス

散気装置

排砂槽

角落し

ゴム栓

オーバーフロー

水中撹拌機

汚水計量槽

流量調整ポンプHM

オーバーフロー

FIQR

汚 泥

上水より

撹拌装置

汚泥貯留槽 第１室

バキュームカーにて搬出

分 離 液

汚 泥 濃 縮 槽 汚泥貯留槽 第２室 汚泥貯留槽 第３室

流 入

FIQR
電磁流量計

Eエアー

Gエアー

Fエアー Iエアー

Hエアー

Jエアー

Bエアー

Aエアー

Dエアー

Cエアー

Fエアー

Gエアー

Eエアー

Iエアー

Hエアー

Jエアー

(本体のみ）

Ｉ

行　　　　先

ばっ気槽第１室　ばっ気撹拌装置

ばっ気沈砂槽　散気装置

ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

ばっ気槽第２室　ばっ気撹拌装置

管径

エアー管リスト

汚泥受槽　散気装置

符号

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｎ

エアー逃し（汚泥受槽用ブロワ）

Ｊ

汚泥接触槽　散気装置

汚泥循環槽　散気装置

汚泥濃縮槽　汚泥引抜ポンプ

汚泥濃縮槽　撹拌装置

汚泥貯留槽　撹拌装置

エアー逃し（ばっ気沈砂槽用ブロワ）

エアー逃し（ばっ気槽用ブロワ）

エアー逃し（汚泥循環槽用ブロワ）

２５Ａ

２０Ａ

８０Ａ

８０Ａ

４０Ａ

２０Ａ

４０Ａ

２５Ａ

２５Ａ

５０Ａ

２０Ａ

３２Ａ

２０Ａ

２０Ａ

ＬＷＬ

ＨＷＬ

縮尺

会社名

図面名

事業（務）所名

年月日

図面番号

山形県土地改良事業団体連合会

工事名

Ｍ－２

令和　 年　 月 　日

計画フローシート

鶴　　　岡　　　市

Ｓ＝１：－

農業集落排水事業（東栄川尻地区）

着色部は今回更新撤去機器・配管を示す。

着色部は新設配管を示す。

着色部は更新機器を示す。

脱水機ユニット

排気 排気ファン

着色部は撤去機器・配管を示す。

IR IR
MLSS
IR

ORP DO

Ｂ

汚泥受槽用ブロワ 汚泥循環槽用ブロワ

Ｂ

M 紫外線消毒装置

Ｓ Ｓ
IR

汚 泥 循 環 槽

散気装置

汚 泥 受 槽

散気装置

分離液移送ポンプ

汚泥移送ポンプ

汚泥循環ポンプ

散気装置

バッフル

（廃止） （廃止）

P

P

汚泥受槽ポンプ散気装置

P P

F1

Ｍ

汚 泥 接 触 槽

オーバーフロー

散気装置

（廃止）

M

※流入部躯体改修時、機器は撤去後再設置する。
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令和　６　年度

鶴　岡　市縮尺　図　示

図面番号 E-3

作 図

工事名

山形県土地改良事業団体連合会

図面名 動力設備 １階平面図（更新）

鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設電気設備改修工事

竣工図

既設動力盤 P-1

部は、既存機器改修を示す。

既設電灯盤L-1

既設電灯盤L-1

既設動力盤 P-1

改造

ＰＢ－Ａ

ＰＢ－Ａ×２

厚鋼電線管ＺＧ

配管支持

ＳＵＳ製

配管支持

ＳＵＳ製

配管支持

ＳＵＳ製

（防火区画貫通処理材にて穴の処理）

コア抜き位置

８０φ×１箇所、５０φ×１箇所

１φ３Ｗ　６００Ｖ　ＣＶＴ２２Ｓｑ

３φ３Ｗ　６００Ｖ　ＣＶＴ１００Ｓｑ，ＩＶ２２，１４Ｓｑ　ＨＩＶＥ８２

ＨＩＶＥ３６

１φ３Ｗ　６００Ｖ　ＣＶＴ２２Ｓｑ

３φ３Ｗ　６００Ｖ　ＣＶＴ１００Ｓｑ，ＩＶ２２，１４Ｓｑ　ＺＧ７０

ＺＧ３６

１φ３Ｗ　６００Ｖ　ＣＶＴ　２２Ｓｑ

３φ３Ｗ　６００Ｖ　ＣＶＴ　１００Ｓｑ，ＩＶ２２，１４Ｓｑ　ＺＧ７０＋ＦＥＰ６５

ＺＧ３６＋ＦＥＰ４０

貫通部ＺＧ７０＋ＺＧ３６

Ｇ管
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FI-2
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５

ＭＶ
６

９

ＭLS-2(3)

Ｍ Ｍ

１１ １２

Ｍ

１３

１φ３Ｗ１００／２００Ｖ　ＣＶＴ　２２Ｓｑ－３ｃ
３φ３Ｗ２００Ｖ　　　　　ＣＶＴ　１００Ｓｑ，ＩＶ２２，１４Ｓｑ ＨＩＶＥ８２

ＨＩＶＥ３６

（防火区画貫通処理材にて穴の処理）

コア抜き位置（管理室ＦＬ＋２２００）

以降全体配置図参照

８０φ×１箇所、５０φ×１箇所

PB-A

PB-A×2

ＰＢ４００×４００×３００（ＳＵＳ・ＷＰ）
管理室ＦＬ＋２２００

ＰＢ４００×４００×３００（ＳＵＳ・ＷＰ）
上部プルボックス：管理室ＦＬ＋２２００

ＰＢ４００×４００×３００（ＳＵＳ・ＷＰ）
下部プルボックス：ＧＬ＋５００

ＭＶ
１

ＴＨ１

Ｍ

１５ＭＶ
４

ＭＶ
Ｋ３

FI-1

Ｍ

２

　　　　ＰＢ－Ａ：４００×４００×３００（ＳＵＳ・ＷＰ）※新設

１８０
１２０

１２０

部は、更新箇所を示す。

Ｍ

１４

部は、今回更新箇所を示す。

GL
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３００１，２００３００６，５００１００

２００ ３，６００ ２００ ８，４６０

２００ ２，０００

２００ １，０００ ３００ ６００ ２００ ６００

２００ １，４００ ２００ ５５０

２００２００ ５，４５０１，３００

３，１００

２００

３５０３，１００３００

２００

５，０００

２７，８００

２００

３００

管理室

管理室

風除室

倉庫

ブロワ室

電気室

処理室

処理室

１ 階 平 面 図　　S=1:50

ＭＶ
３

ＭＶ
２

管理室入線部断面図　　S=1:50

ケーブルラック

ケーブルラック

ケーブルラック

ＴＨ２
便所

ET-1

Ｍ

２０

Ｍ

２１

Ｍ

２４

Ｍ

２２

Ｍ

１６

Ｍ

２３

Ｍ

1-1 1-2

Ｍ Ｍ

1-3

Ｍ

1-4

　　　　ＰＢ１：１５０×１５０×１００（ＰＶＣ・ＷＰ）

　　　　※（　）記載は既設利用。（　）未記載は撤去・新設とする。

　　２.ケーブルラックは既設利用とする。

　　３.プルボックス仕様

　　　　配管は既設利用・新設とする。（一部箇所は除く）

　　　　ＰＢ２：２００×２００×１００（ＰＶＣ・ＷＰ）

　　　　ＰＢ３：２５０×２５０×１５０（ＰＶＣ・ＷＰ）

　　　　ＰＢ４：３００×３００×２００（ＰＶＣ・ＷＰ）

　　（注記）

　　埋込配管配線

　　露出配管配線

　　１.配管配線仕様（配管配線表参照）

更新

ＰＢ４００×４００×３００（ＳＵＳ・ＷＰ）

ＰＢ４００×４００×３００（ＳＵＳ・ＷＰ）
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既設

(FL+3300)
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鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設
機械電気設備改修工事



令和　６　年度

鶴　岡　市縮尺　図　示

図面番号 E-4

作 図

工事名

山形県土地改良事業団体連合会

図面名 配管配線表（更新）

鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設電気設備改修工事

竣工図

　　〃 　　　　　〃 　　〃 　　〃　　〃 　　　　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ

　　〃 　　〃　　〃 　　　　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ

　　〃 　　〃　　〃 　　　　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

更新

　Ｐ－１ 　動力制御盤　（改造）

　　　　　〃　　〃

　更新 　機械・電気 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ×２

　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

部は、更新箇所を示す。

部は、今回更新箇所を示す。

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　更新：φ１２５mm

　撤去：φ８０mm

　全体図：Ｊ

　全体図：Ｊ

　Ｐ－１にて制御

　Ｇ８２，ＨＩＶＥ８２

　Ｇ３６，ＨＩＶＥ３６

　全体図：Ｋ

　全体図：Ｋ

　ＦＥＰ３０

　Ｇ７０，ＦＥＰ６５、＃７６

　Ｇ３６，ＦＥＰ４０、＃３８

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　Ｍ－５

　機械・電気　更新

　水中攪拌機 　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　Ｍ－２ 　自動微細目スクリーン 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　Ｍ－４ 　　〃

　Ｍ－３ 　ＮＯ．１　流量調整ポンプ

　ＮＯ．２　流量調整ポンプ

　　〃

　　〃 　　〃

　　〃

　　〃

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　Ｍ－６ 　　〃 　　〃　ばっ気槽（１）ばっ気攪拌装置 　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　Ｍ－１１

　Ｍ－１２

　Ｍ－１３

　 ５ ． ５

　 ５ ． ５

　 ５ ． ５

　ＮＯ．１　ばっ気槽ブロワ

　ＮＯ．２　ばっ気槽ブロワ

　ＮＯ．３　ばっ気槽ブロワ

　Ｍ－７

　Ｍ－８ 　　〃

　　〃

　　〃

　　〃　ばっ気槽（２）ばっ気攪拌装置 　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　汚泥掻寄機 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　　〃 　　〃　　〃 　　　　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ

　ＣＶ　５．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　５．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　５．５Ｓｑ－４ｃ

　Ｍ－１０ 　散水ポンプ 　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　Ｍ－９ 　スカムポンプ 　　〃 　　〃 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃 　Ｍ－１５ 　汚泥濃縮槽ブロワ 　更新 　機械・電気 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　Ｍ－１７

　Ｍ－１８

　Ｍ－１９

　ＮＯ．１　沈殿槽汚泥引抜ポンプ

　ＮＯ．２　沈殿槽汚泥引抜ポンプ

　ＮＯ．３　沈殿槽汚泥引抜ポンプ

　更新

　　〃

　　〃

　機械・電気

　　〃

　　〃

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　　〃 　　　　　〃 　Ｍ－２５ 　消毒槽排気ファン 　更新 　機械・電気 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　　〃 　　　　　〃 　ＭＶ－１ 　沈砂排出ポンプ電動弁 　更新 　機械・電気 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃 　ＭＶ－２

　ＭＶ－３

　ＭＶ－４

　　〃

　　〃

　　〃

　ＭＶ－７

　　〃

　　〃

　　〃

　ばっ気槽（１）送風電動弁

　ばっ気槽（２）送風電動弁

　汚泥引抜電動弁

　脱離液排出電動弁

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＭＶ－５

　ＭＶ－６

　余剰汚泥電動弁

　返送汚泥電動弁

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　電気　流量調整槽レベルスイッチ 　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－６ｃ　ＬＳ－１

　　〃 　　〃　スカムポンプ槽レベルスイッチ 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－４ｃ　ＬＳ－２

　　〃 　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－３ｃ　ブロワ室サーモスイッチ　ＴＨ－１

　　〃 　　〃　散水ポンプ槽レベルスイッチ 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－３ｃ　ＬＳ－３

　　〃 　　〃　ＬＳ－４ 　放流槽レベルスイッチ 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ

　　〃 　　　　　〃

　計装盤　（改造） 　電気　更新　ＦＩ－１ 　原水電磁流量計 　ＣＶＶＳ　２Ｓｑ－２ｃ，Ｅ２Ｓｑ

　ＦＩ－２ 　汚泥引抜量電磁流量計 　ＣＶＶＳ　２Ｓｑ－２ｃ，Ｅ２Ｓｑ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ　ＭＶ－Ｋ３ 　汚泥濃縮槽散気電動弁　（更新）　動力制御盤　（改造） 　１００Ｖ　更新 　機械・電気

　　〃 　　〃

　引込柱引込点（３φ３Ｗ）

　引込柱引込点（１φ３Ｗ）

　電気　新設

　　〃 　　〃 　ＣＶＴ　２２Ｓｑ

　ＣＶＴ　１００Ｓｑ

　　〃 　　　　　〃

　ＰＢ－Ａ 　プルボックス（屋外・下側）

　　　　　〃

　プルボックス（屋外・下側） 　Ｐ－１ 　動力制御盤　（改造）

　　〃 　　　　　〃 　　〃 　　〃 　ＣＶＴ　２２Ｓｑ

　　〃 　　〃 　ＣＶＴ　１００Ｓｑ，ＩＶ２２，１４Ｓｑ

　引込開閉器盤　（新設） 　接地極（Ｄ種接地） 　　〃　　〃　ＥＤＷ 　ＩＶ　２２Ｓｑ

　　〃 　　〃　　〃　ＥＤＰ，Ｋ　プルボックス（屋外・下側） 　ＩＶ　２２Ｓｑ，ＩＶ　１４Ｓｑ

　－

　－

　　〃

　ＰＢ－Ａ

　ＷＨＭ

　ＰＢ－Ａ

　　〃

　Ｐ－１

　Ｐ－１

　　　　　〃

　更新：ＦＳ５個

　更新：ＦＳ３個

　更新：ＴＨ１個

　更新：ＦＳ２個

　更新：ＦＳ１個

　ＶＥ１６

　　　　　〃　　〃 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　 配管配線リスト

接　続　元 負 荷 及 び 接 続 先

記 号 名 称 記 号 名 称 工事区分
容 量

（ＫＷ）

配 管 ・ 配 線

　配線・ケーブル 電線管

備　考

　Ｍ－１-1、-2

　Ｍ－１-3 　　〃 　　〃

　 0 . 0 2 5 × 2

　０．1

【ＰＦＤ２２】×２

ＨＩＶＥ２２

　脱水機ユニット　自動微細目スクリーン

　脱水機ユニット　し渣脱水機

　 ２ ． ２　既設 　　－　　－ 　３Ｐコンセント　（可搬式汚泥ポンプ） 　【ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ】

　　－　Ｌ－１ 　電灯分電盤 　　〃 　　－ 　【ＣＶ　８Ｓｑ－３ｃ，Ｅ２Ｓｑ】

　０．０２５

　 １ ． ５

　 １ ． ５

　 １ ． ５

　　－

　 ２ ． ２

　 ２ ． ２

　 ０ ． ４

　　－

　 ０ ． ４

　 １ ． ５

　　－

　　－

　Ｍ－１４ 　ばっ気沈砂槽ブロワ 　既設 　　－ 　 ０ ． ４ 　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】 【ＰＦＤ２２】

　Ｍ－１６ 　汚泥貯留槽ブロワ 　既設 　　－ 　 ２ ． ２ 　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　０．７５

　 ３ ． ７

　 ３ ． ７

　 ３ ． ７

　Ｍ－２０

　Ｍ－２１

　Ｍ－２２

　Ｍ－２３

　Ｍ－２４

　ＮＯ．１　処理室排気ファン

　ＮＯ．２　処理室排気ファン

　ブロワ室排気ファン

　電気室排気ファン

　局所排気ファン

　既設

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　－

　　－

　　－

　　－

　　－

　 ０ ． ４

　 ０ ． ４

　０．２７

　０．０２５

　 ０ ． ２ 　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　０．０２５

　１００Ｖ

　１００Ｖ

　１００Ｖ

　１００Ｖ

　１００Ｖ

　１００Ｖ

　１００Ｖ

　　－

　　－

　　－

　　－

　　－

　　－　既設 　　－ 　【ＣＶＶ　２Ｓｑ－３ｃ】　電気室サーモスイッチ　ＴＨ－２

　　－

　　－

　　－

　　－

　　－

　　－

　　－

　　－

　　（注記）

　　　　表中の【　】内は現状通りの既設利用とする。

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２８，２２】

【ＰＦＤ２８，２２，ＨＩＶＥ２８】

【ＰＦＤ２８，２２】

【ＰＦＤ２８，２２】

【ＰＦＤ２８，２２】

　容量変更

　容量変更

　容量変更

【ＰＦＤ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２８】

【ＨＩＶＥ２８】

【ＨＩＶＥ２８】

【ＰＦＤ２８，ＨＩＶＥ２８】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２８】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

　【ＰＦＤ２８】

　Ｍ－１-4 　脱水機ユニット　排気ファン 　　〃 　　〃 　 0 . 0 2 5 ＨＩＶＥ２２

P2111
テキストボックス
７

P2111
テキストボックス
鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設
機械電気設備改修工事



令和　６　年度

鶴　岡　市縮尺　図　示

図面番号 E-5

作 図

工事名

山形県土地改良事業団体連合会

図面名 動力制御盤・計装盤外形図

鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設電気設備改修工事

竣工図

改修

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ｆ Ｆ Ｆ

SL31

SL32

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

26

MV8

盲プレート

（ばっ気槽用コントローラ撤去）

非常通報装置用アンテナ

■【盤内】進相コンデンサ追加

■【盤面】交流電流計交換

■【盤内】進相コンデンサ追加

■【盤内】ＶＶＶＦ関係交換

■【盤面】交流電流計・周波数計交換

■【盤内】進相コンデンサ追加

■【盤内】ＶＶＶＦ関係撤去

■【盤面】周波数計・操作スイッチ撤去、盲プレート設置

■【盤面】集合表示灯・銘板名称変更

■【盤面】交流電流計交換

※電波状況により管理室窓際にするなどして対応する

■【盤外】非常通報装置用アンテナ設置【新設】

■【盤内】非常通報装置交換

■【盤内】ＰＬＣ　※プリグラム入替含む

■【盤面】ばっ気槽用コントローラ撤去、盲プレート設置

交換部品類（共通）

■【盤内】漏電遮断器

■【盤内】配線用遮断器

■【盤内】電磁開閉器

■【盤内】電磁接触器

■【盤内】タイマー　※ソケット除く

■【盤内】補助継電器　※ソケット除く

■【盤内】パワーサプライ

■【盤内】ノイズフィルター

■【盤内】変圧器他

　※撤去する計装機器関連部品は除く

■更新【ＰＬＣ、非常通報装置周辺】

ＰＬＣ

非常通報装置

アンテナ

【新設】

ＳＬ３１

予備

（無記名）

予備

（無記名）

ＳＬ３２

予備

（無記名）

予備

（無記名）

予備

（無記名）

部は、更新を示す。

２６ 予備

MV8 汚泥濃縮槽散気電動弁

【名称変更】

２６：紫外線消毒装置　→　予備

MV8： 紫外線消毒装置流入電動弁　→　 汚泥濃縮槽散気電動弁

【銘板削除】

１： ばっ気槽コントローラ

部は、今回更新を示す。

高圧回路

地絡

過電流

高圧受電盤

漏電

コントローラ

システム

重故障

コントローラ

システム

軽故障

汚泥改質

機構制御盤

異常

予備

（無記名）

予備

（無記名）

予備

（無記名）

Ｎo.１沈殿槽

汚泥引抜

ポンプ

ＩＮＶ異常

Ｎo.２沈殿槽

汚泥引抜

ポンプ

ＩＮＶ異常

Ｎo.３沈殿槽

汚泥引抜

ポンプ

ＩＮＶ異常

部は、撤去を示す。

６００

８００８００８００８００

３２００

ケーブルダクト ケーブルダクト ケーブルダクト ケーブルダクト

ＮＰ０２ ＮＰ０３ＮＰ０１ ＮＰ０４

１
９
５
０

２
０
０
０

５
０

３
０
０ ケーブルダクト

LTE回線

NPV1

NPV2

VS

Ｖ
VS

Ｖ

3 4 5

6 7 8

SL1

G O R G O R G O R

NP6 7 8

G RRG

BNPA

O R G O R G O R G O RG

2 3 4 5
NP1

G O R

16

G O R G O R G O R G O R

9 10 14 15

G O R G O R G O R

11 12 13

G O R G O R G O R

MV1 MV2 MV3

SL2

9 10 14 15 16

11 12 13

G O R G O R G O R G O R G
O

R
O R20 21 22 23

G O R G O R G O R G O R G O R

17 18 19 24 25

G O R G O R G O R G O R G O R

MV4 MV5 MV6 MV7

BZ

動力制御盤外形図　S=1:10

番 号 名　　称 番 号 名　　称

０１ ０２動力制御盤１ 動力制御盤２

動力受電電圧

電灯受電電圧

Ｖ１

Ｖ２

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

MV2

MV3

スカムポンプ

散水ポンプ

Ｎｏ，１ばっ気槽ブロワ

Ｎｏ，２ばっ気槽ブロワ

Ｎｏ，３ばっ気槽ブロワ

沈砂排出ポンプ電動弁

ばっ気槽（１）送風電動弁

ばっ気槽（２）送風電動弁

ばっ気沈砂槽ブロワ

汚泥濃縮槽ブロワ

汚泥貯留槽ブロワ

MV1

番 号 名　　称

０３ 動力制御盤３

Ｎｏ，１ 沈殿槽汚泥引抜ポンプ

Ｎｏ，２ 沈殿槽汚泥引抜ポンプ

Ｎｏ，３ 沈殿槽汚泥引抜ポンプ

Ｎｏ，１処理室排気ファン

Ｎｏ，２処理室排気ファン

ブロワ室排気ファン

電気室排気ファン

局所排気ファン

消毒槽排気ファン

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

MV4

MV5

MV6

MV7

汚泥引抜電動弁

余剰汚泥電動弁

返送汚泥電動弁

脱離液排出電動弁

名　　称番 号

計装盤０４

動力電源 電灯電源

ＳＬ１

Ｎ o . １

ばっ気槽

ブロワ

ＩＮＶ異常

ばっ気槽

Ｎ o . ３

ＳＬ２

ばっ気槽

ブロワ

ＩＮＶ異常

Ｎ o . ２

ブロワ

ＩＮＶ異常

G O RG O R

1-1 1-2

G O R

1-3

１-1

１-2

１-3

Ｎｏ，１流量調整ポンプ

Ｎｏ，２流量調整ポンプ

水中撹拌機

ばっ気槽（１）ばっ気撹拌装置

ばっ気槽（２）ばっ気撹拌装置

汚泥掻寄機

２

３

４

５

６

７

８

Ａ

Ｂ

動力電源切替

電灯電源切替

自動微細目スクリーン

20 21 22 24 25

17 18 19

流量調整槽

満水

スカム

ポンプ槽

満水

レベル

スイッチ

電源異常

盤内電源

異常

放流槽

満水
予備

1

脱水機ユニット　No.1自動微細目スクリーン

脱水機ユニット　No.2自動微細目スクリーン

脱水機ユニット　し渣脱水機

スクリーンユニット →　予備１

G O R

1-4

１-4 脱水機ユニット　排気ファン

P2111
テキストボックス
７

P2111
テキストボックス
鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設
機械電気設備改修工事



令和　６　年度

鶴　岡　市縮尺　図　示

図面番号

作 図

工事名

山形県土地改良事業団体連合会

図面名

鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設電気設備改修工事

竣工図

動力制御盤　単線結線図-2

E-6-2

改修

更新

更新

更新

更新

更新

更新

ＥＬＣＢ－１-1　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１-2　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１-3　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

３０ｍＡ　ＡＬ付

２Ｅ ４９－２２Ｅ ４９－２ ２Ｅ ４９－２

５２－１-1 ５２－１-2 ５２－１-3

Ｍ ＭＭ
【新設】 【新設】 【新設】

1-1 1-2 1-3

Ｐ-１　動力制御盤　【改修】

更新

更新

３０ＡＦ１５ＡＴ

３０ｍＡ　ＡＬ付

２Ｅ ４９－２

Ｍ
【新設】

1-4

５２－１-4

ＥＬＣＢ－１-4　２Ｐ

部は、撤去を示す。

部は、改修を示す。

部は、今回更新箇所を示す。

容量

名称

工事区分

機器

ケーブル

配管

※３

０． ０ ２ ５ Ｋ Ｗ

脱水機ユニット

No.1微細目スクリーン

０．０２５ＫＷ

脱水機ユニット

No.2微細目スクリーン

既設既設 新設

脱水機ユニット

し渣脱水機

（ＵＶＷ）１-1 （ＵＶＷ）１-2 （ＵＶＷ）１-3

０ ． １ Ｋ Ｗ

新設

脱水機ユニット

（ＵＶＷ）１-3

０．０２５ＫＷ

脱臭ファン

P2111
テキストボックス
鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設
機械電気設備改修工事

P2111
テキストボックス
７



令和　６　年度

鶴　岡　市縮尺　図　示

図面番号

作 図

工事名

山形県土地改良事業団体連合会

図面名

鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設電気設備改修工事

竣工図

動力制御盤　単線結線図-1

E-6-1

改修

ＥＬＣＢ－２　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

３０ｍＡ　ＡＬ付

２Ｅ

５２－２

４９－２

【撤去・更新】
Ｍ

２

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新 撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新 撤去・更新

撤去・更新 撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

※ＶＶＶＦ→直入れ

撤去・更新

撤去・更新

※ＶＶＶＦ→直入れ

３０ｍＡ　ＡＬ付

３０ＡＦ２０ＡＴ

ＥＬＣＢ－３　３Ｐ

（赤指針付）

０～１０～３０ＡＡ３

２Ｅ

５２－３

４９－３

４０μＦ

ＳＣ－３

※部品追加

【撤去・更新】
Ｍ

３

３０ｍＡ　ＡＬ付

３０ＡＦ２０ＡＴ

（赤指針付）

０～１０～３０ＡＡ４

ＥＬＣＢ－４　３Ｐ

２Ｅ

５２－４

４９－４

４０μＦ

ＳＣ－４

※部品追加

【撤去・更新】
Ｍ

４

４０μＦ

ＳＣ－５

※部品追加

３０ｍＡ　ＡＬ付

３０ＡＦ２０ＡＴ

（赤指針付）

０～１０～３０ＡＡ５

２Ｅ

５２－５

４９－５

ＥＬＣＢ－５　３Ｐ

Ｍ

５
【撤去・更新】

３０ｍＡ　ＡＬ付

３０ＡＦ３０ＡＴ

（赤指針付）

Ａ６ ０～２０～６０Ａ

２Ｅ

５２－６

４９－６

ＥＬＣＢ－６　３Ｐ

ＳＣ－６

５０μＦ

【撤去・更新】
Ｍ

６

※部品追加

ＳＣ－７

５０μＦ

※部品追加

【撤去・更新】
Ｍ

７

（赤指針付）

Ａ７ ０～２０～６０Ａ

２Ｅ

５２－７

４９－７

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－７　３Ｐ

３０ＡＦ３０ＡＴ

（赤指針付）

Ａ８ ０～５～１５Ａ

２Ｅ

５２－８

４９－８

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－８　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

２０μＦ

ＳＣ－８

【撤去・更新】
Ｍ

８

※部品追加

２０μＦ

ＳＣ－９

※部品追加

２Ｅ

５２－９

４９－９

３０ｍＡ　ＡＬ付

３０ＡＦ１５ＡＴ

ＥＬＣＢ－９　３Ｐ

（赤指針付）

０～５～１５ＡＡ９

【撤去・更新】
Ｍ

９

４０μＦ

ＳＣ－１０

※部品追加

Ｍ

１０

５２－１０

２Ｅ ４９－１０

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１０　３Ｐ

３０ＡＦ２０ＡＴ

（赤指針付）

０～１０～３０ＡＡ１０

【撤去・更新】

ＶＶＶＦ

１１

ＳＣ

ＡＣＬ付

５２－１１１

ＣＴ－１１

５２－１１２

２Ｅ

（赤指針付）

Ａ１１

０～３０／５～９０Ａ

５２

１１

３０／５Ａ

４９－１１

７．５ＫＷ→５．５ＫＷ

Ｍ
【撤去・更新】

【容量変更】
１１

５０ＡＦ５０ＡＴ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１１　３Ｐ

※回路変更・部品追加

ＶＶＶＦ

１２

ＳＣ

ＡＣＬ付

２Ｅ

（赤指針付）

０～３０／５～９０Ａ

５２

３０／５Ａ ３０／５Ａ

５２－１２１

１２

５２－１２２

ＣＴ－１２

Ａ１２

４９－１２

ＣＴ－１３

７．５ＫＷ→５．５ＫＷ

Ｍ
【撤去・更新】

【容量変更】
１２

５０ＡＦ５０ＡＴ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１２　３Ｐ

※回路変更・部品追加

ＶＶＶＦ

１３

ＳＣ

ＡＣＬ付

２Ｅ

（赤指針付）

０～３０／５～９０Ａ

５２５２－１３１

１３

５２－１３２

Ａ１３

４９－１３

７．５ＫＷ→５．５ＫＷ

Ｍ
【撤去・更新】

【容量変更】
１３

３０ｍＡ　ＡＬ付

５０ＡＦ５０ＡＴ

ＥＬＣＢ－１３　３Ｐ

※回路変更・部品追加

２０μＦ

ＳＣ－１４

※部品追加

２Ｅ

５２－１４

４９－１４

（赤指針付）

Ａ１４ ０～５～１５Ａ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１４　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

ＳＣ－１５

３０μＦ

【撤去・更新】
Ｍ

１５

※部品追加

２Ｅ

５２－１５

４９－１５

（赤指針付）

０～５～１５ＡＡ１５

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１５　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

ＳＣ－１６

５０μＦ

※部品追加

２Ｅ

５２－１６

４９－１６

（赤指針付）

Ａ１６ ０～２０～６０Ａ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１６　３Ｐ

３０ＡＦ３０ＡＴ

※回路変更・部品追加 ※回路変更・部品追加

ＳＣ－１７

７５μＦ

Ｍ
【撤去・更新】

１７

２Ｅ

５２－１７

４９－１７

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１７　３Ｐ

３０ＡＦ３０ＡＴ

（赤指針付）

Ａ１７ ０～２０～６０Ａ

ＳＣ－１８

７５μＦ

２Ｅ

５２－１８

４９－１８

Ｍ
【撤去・更新】

１８

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１８　３Ｐ

３０ＡＦ３０ＡＴ

（赤指針付）

Ａ１８ ０～２０～６０Ａ

引込開閉器盤（新設）より 引込開閉器盤（新設）より

ＳＣ－１９

７５μＦ

２Ｅ

５２－１９

４９－１９

※回路変更・部品追加

（赤指針付）

Ａ１９ ０～２０～６０Ａ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－１９　３Ｐ

３０ＡＦ３０ＡＴ

Ｍ
【撤去・更新】

１９

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－２０　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

（赤指針付）

０～５～１５ＡＡ２０

２Ｅ

５２－２０

４９－２０

２０μＦ

ＳＣ－２０

※部品追加

３０ｍＡ　ＡＬ付

３０ＡＦ１５ＡＴ

ＥＬＣＢ－２１　３Ｐ

（赤指針付）

０～５～１５ＡＡ２１

２Ｅ

５２－２１

４９－２１

ＳＣ－２１

２０μＦ

※部品追加

ＳＣ－２２

１５μＦ

※部品追加

（赤指針付）

０～５～１５ＡＡ２２

２Ｅ

５２－２２

４９－２２

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－２２　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－２３　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

２Ｅ

５２－２３

４９－２３

１５μＦ

ＳＣ－２４

※部品追加

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－２４　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

（赤指針付）

Ａ２４ ０～３～９Ａ

２Ｅ

５２－２４

４９－２４

撤去・更新

撤去・更新

※ＶＶＶＦ→直入れ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－２５　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

（赤指針付）

Ａ２５ ０～３～９Ａ

２Ｅ

５２－２５

４９－２５

【撤去・更新】
Ｍ

２５

ＭＣＣＢ－２６　２Ｐ

３０ＡＦ１０ＡＴ

５２－２６

撤去・更新

撤去・更新

紫外線消毒装置モニター盤

→予備

汚泥改質機構制御盤

→予備

【名称変更】 【名称変更】

ＭＶ－Ｋ３：汚泥濃縮槽散気電動弁　【撤去・更新】

※ＭＶ－Ｋ３はＰ－１（動力制御盤）にて制御する

ＭＶ－１：沈砂排出ポンプ電動弁　【撤去・更新】

ＭＶ－２：ばっ気槽（１）送風電動弁　【撤去・更新】

ＭＶ－３：ばっ気槽（２）送風電動弁　【撤去・更新】

ＭＶ－４：汚泥引抜電動弁（汚泥濃縮槽）　【撤去・更新】

ＭＶ－７：脱離液排出電動弁　【撤去・更新】

ＭＶ－５：余剰汚泥電動弁　【撤去・更新】

ＭＶ－６：返送汚泥電動弁　【撤去。更新】

※ＭＶ－８の回路をＭＶ－Ｋ３の回路へ置き換える

ＭＶ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＣＢ－２７　３Ｐ

３０ＡＦ３０ＡＴ ３０ＡＦ１５ＡＴ

ＭＣＣＢ－２８　３Ｐ

３０ＡＦ１５ＡＴ

ＭＣＣＢ－２９　２Ｐ

ＴＲ

２００／１００Ｖ

ＭＣＣＢ　２Ｐ

３０ＡＦ ３０ＡＦ

ＭＣＣＢ　２Ｐ

Ｐ－１　動力制御盤　【改修】

Ｐ－１　動力制御盤　【改修】

ＭＣＣＢ　２ＰＭＣＣＢ　２ＰＭＣＣＢ　２Ｐ

３０ＡＦ３０ＡＦ３０ＡＦ

３０ｍＡ

５０ＡＦ４０ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ ＥＬＣＢ　２Ｐ

３０ＡＦ１０ＡＴ

ＭＣＣＢ－１　３Ｐ

３０ＡＦ３０ＡＴ

５２－１

【撤去】

撤去

撤去

１

ＵＶ
【撤去】 【撤去】

Ｐ

２

撤去

撤去

撤去

ＵＶ：信号変換器　【撤去】

撤去

撤去

撤去

Ｍ－Ｋ１：汚泥受槽ポンプ　【撤去】

Ｍ－Ｋ２：汚泥循環ポンプ　【撤去】

Ｍ－Ｋ３：分離液移送ポンプ　【撤去】

Ｍ－Ｋ４：汚泥移送ポンプ　【撤去】

Ｍ－Ｋ５：汚泥受槽ブロワ　【撤去】

Ｍ－Ｋ６：汚泥循環槽ブロワ　【撤去】

ＭＶ－Ｋ１：汚泥循環三方電動弁　【撤去】

ＭＶ－Ｋ２：汚泥接触槽電動弁　【撤去】

ＬＳ－Ｋ１：汚泥受槽レベルスイッチ　【撤去】

ＬＳ－Ｋ２：汚泥循環槽レベルスイッチ　【撤去】

ＭＶ－８：紫外線消毒装置流入電動弁　【撤去】

部は、撤去を示す。

部は、改修を示す。

部は、今回更新箇所を示す。

（ＵＶＷ）１９

ＷＬ

０～３００ＶＶ１

ＶＳ－１
Ｆ

０１

２７

ＭＣＣＢ　３Ｐ

４００ＡＦ２５０ＡＴ

商用 発電

３φ３Ｗ　ＡＣ２００Ｖ　５０Ｈｚ

動力電源（商用）

３φ３Ｗ　ＡＣ２００Ｖ　５０Ｈｚ

動力電源（発電機）用端子

１（ＲＳＴ） Ｇ１（ＲＳＴ）

３ＰＤＴＭＣ

３Ｐ

ＷＬ

０～３００Ｖ
商用 発電

１φ３Ｗ　ＡＣ２００／１００Ｖ　５０Ｈｚ

動力電源（発電機）用端子

Ｇ２（ＲＮＴ）

３ＰＤＴＭＣ

３Ｐ
Ｆ

ＶＳ－２

Ｖ２

０２

電灯電源（商用）

２（ＲＮＴ）

（ＵＶＷ）１ （ＵＶＷ）２ （ＵＶＷ）３ （ＵＶＷ）４ （ＵＶＷ）５ （ＵＶＷ）６ （ＵＶＷ）７ （ＵＶＷ）８ （ＵＶＷ）９ （ＵＶＷ）１０ （ＵＶＷ）１１ （ＵＶＷ）１２ （ＵＶＷ）１３ （ＵＶＷ）１４

Ｍ

１４

（ＵＶＷ）１５ （ＵＶＷ）１６ （ＵＶＷ）１７

２７
※２

（ＵＶＷ）１８

容量

名称

工事区分

機器

ケーブル

配管 既設

０．０２５ＫＷ

自動微細目スクリーン

１ ． ５ Ｋ Ｗ

Ｎ Ｏ ． １

流量調整ポンプ

１ ． ５ Ｋ Ｗ

Ｎ Ｏ ． ２

流量調整ポンプ

既設 既設 既設 既設

１ ． ５ Ｋ Ｗ

水中攪拌装置

２ ． ２ Ｋ Ｗ

ばっ気槽（１）

ばっ気攪拌装置

既設

２ ． ２ Ｋ Ｗ

ばっ気槽（２）

ばっ気攪拌装置

既設

０ ． ４ Ｋ Ｗ

汚泥掻寄機

既設

０ ． ４ Ｋ Ｗ

スカムポンプ

既設

１ ． ５ Ｋ Ｗ

散水ポンプ

既設

Ｎ Ｏ ． １

ばっ気槽ブロワ

既設

Ｎ Ｏ ． ２

ばっ気槽ブロワ

既設

Ｎ Ｏ ． ３

ばっ気槽ブロワ

既設

０ ． ４ Ｋ Ｗ

ばっ気沈砂槽ブロワ

既設

既設

既設

０．７５ＫＷ

汚泥濃縮槽ブロワ

既設

２ ． ２ Ｋ Ｗ

汚泥貯留槽ブロワ

既設

既設

既設

Ｍ

１６

３ ． ７ Ｋ Ｗ

Ｎ Ｏ ． １

沈殿槽汚泥引抜ポンプ

既設

３ ． ７ Ｋ Ｗ

Ｎ Ｏ ． ２

沈殿槽汚泥引抜ポンプ

既設

※１

※１

※２

（ＵＶＷ）２０

Ｍ

２０

Ｍ

２１

（ＵＶＷ）２１ （ＵＶＷ）２２

Ｍ

２２

（ＵＶＷ）２３ （ＵＶＷ）２４ （ＵＶＷ）２５ （ＵＶＷＥ）２６ （ＵＶＷ）２７ （ＵＶＷ）２８ （ＵＮＷ）

Ｌ

１

３Ｐ

コンセント

容量

名称

工事区分

機器

ケーブル

配管

３． ７ Ｋ Ｗ

Ｎ Ｏ ． ３

沈殿槽汚泥引抜ポンプ

０． ４ Ｋ Ｗ

Ｎ Ｏ ． １

処理室排気ファン

既設

既設

既設既設

０ ． ４ Ｋ Ｗ

Ｎ Ｏ ． ２

処理室排気ファン

既設

既設

既設

０．２７ＫＷ

ブロワ室排気ファン

既設

既設

既設

０．０２５ＫＷ

電気室排気ファン

既設

既設

既設

Ｍ

２３

Ｍ

２４

０ ． ２ Ｋ Ｗ

局所排気ファン

既設

既設

既設

０．０２５ＫＷ

消毒槽排気ファン

既設

０ ． ６ Ｋ Ｗ ２ ． ２ Ｋ Ｗ

可搬式汚泥ポンプ

既設

既設

既設

８．２５ＫＷ ＡＣ１００Ｖ

制御電源

ＡＣ１００Ｖ

電動弁電源

ＤＣ２４Ｖ

表示電源

ＡＣ２４Ｖ

レベルスイッチ電源

ＡＣ１００Ｖ

計装電源

ＡＣ２００／１００Ｖ

電灯分電盤

既設

既設

既設

ＡＣ１００Ｖ

盤内照明・ファン・ヒータ

電源

※３

１

Ｍ

スクリーンユニット

（制御盤）

２． １ Ｋ Ｗ

１φ３Ｗ　ＡＣ２００／１００Ｖ　５０Ｈｚ

P2111
テキストボックス
７

P2111
テキストボックス
鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設
機械電気設備改修工事



Ｎ Ｏ ．

機　器
機　器　名　称

ＦＩ－１ 原水電磁流量計

ＦＩ－２ 汚泥引抜量電磁流量計

－ 非常通報装置

ＤＯ ＤＯ計

ＯＲＰ ＯＲＰ計

ＭＬＳＳ ＭＬＳＳ計

ＰＨ ＰＨ計

透視度計

ＵＶ ＵＶ装置

－ ばっ気槽用コントローラ

ＳＳ

計　測　信　号

ＤＣ４～２０ｍＡ

ＤＣ４～２０ｍＡ

電源入力

ＡＣ１００～２４０Ｖ

ＤＣ４～２０ｍＡ

ＡＣ１００Ｖ

ＤＣ４～２０ｍＡ

ＡＣ１００Ｖ

ＤＣ４～２０ｍＡ

ＡＣ１００Ｖ

ＤＣ４～２０ｍＡ

ＡＣ１００Ｖ

ＤＣ４～２０ｍＡ

ＡＣ１００Ｖ

ＤＣ４～２０ｍＡ

ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ

（計装盤内）

今回

工事

区分

記　　録表　　示 備　　考

現場

－ ２線式、φ１２５mm

現場

２線式、φ８０mm－

－ －

入力点数：アナログ４点以上、パルス１点以上

　　　　　デジタル入力２０点以上（運転３点以上、イベント１７点以上）

監視方式：インターネットを利用したクラウト監視システム

通信方式：携帯電話網（ＬＴＥ）回線利用　※付属アンテナ設置

現場

－ 落し込み式

現場

－ 落し込み式

現場

－

現場

－ 落し込み式

現場

－ 浸漬型

現場

－ 【撤去（構成）】モニター盤、信号変換部器、装置

－－ 撤去後、盲プレートにて開口を塞ぐ

浸漬型

容量

Ｋｗ
機　器　名　称

Ｎ Ｏ ．

機　器
運転内容 備　　考

今回

工事

区分

制御台数

常用 予備

警　　報

ＢＲＫ 電流計

過負荷漏電

故　障
水位

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

更新

更新

更新

【撤去・更新】※計装関係【変更】※主要箇所のみ（運転内容）

令和　６　年度

鶴　岡　市縮尺　図　示

図面番号 E-7

作 図

工事名

山形県土地改良事業団体連合会

図面名 操作説明書

鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設電気設備改修工事

竣工図

Ｌ

Ｈ

Ｌ：散水ポンプ停止

Ｈ：散水ポンプ運転可Ａ Ａ：満水警報

Ｌ

Ｈ１

Ｈ２

Ｈ３

Ｌ：流量調整Ｐ、水中攪拌機停止

Ｈ２：流量調整ポンプ２台目停止

Ｈ２：流量調整ポンプ２台同時運転

Ｈ１：流量調整Ｐ１台交互運転、水中攪拌装置運転

Ａ Ａ：満水警報

Ｌ

Ｈ Ｈ：スカムポンプ運転

Ｌ：スカムポンプ停止

Ａ Ａ：満水警報

【撤去・更新】※レベルスイッチ他

流量調整槽（ＬＳ－１）浮子式５個　【撤去・更新】 スカムポンプ槽（ＬＳ－２）浮子式３個　【撤去・更新】 散水ポンプ槽（ＬＳ－３）浮子式２個　【撤去・更新】

放流槽（ＬＳ－４）浮子式１個　【撤去・更新】

ブロワ室サーモスイッチ（ＴＨ１）【撤去・更新】

Ｍ－１－1－1

Ｍ－１－1－1

Ｍ－１－1－1

Ｍ－１－1－1

脱 水 機 ユ ニ ッ ト

No.1微細目スクリーン

脱 水 機 ユ ニ ッ ト

No.2微細目スクリーン

脱 水 機 ユ ニ ッ ト

し渣脱水機

脱 水 機 ユ ニ ッ ト

排気ファン

０ ． ０ ２ ５

０ ． ０ ２ ５

０ ． １

０ ． ０ ２ ５

新設

新設

新設

新設

－

－

－

－

－

－

－

－

ＥＬＢ －

ＥＬＢ －

ＥＬＢ －

ＥＬＢ －

自動運転：起動信号による自動運転、遅延停止

自動運転：起動信号による自動運転、遅延停止

自動運転：スクリーンに連動する自動運転、遅延停止

自動運転：起動信号による自動運転、遅延停止　及び

２４時間タイマーによる自動運転併用

【新設】ＶＶＶＦ関係

【新設】ＶＶＶＦ関係

【新設】ＶＶＶＦ関係

【新設】ＶＶＶＦ関係

部は、撤去箇所を示す。

部は、更新箇所を示す。

部は、今回更新箇所を示す。

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

Ｎ Ｏ ． ２

Ｎ Ｏ ． １

ばっ気槽ブロワ

ばっ気槽ブロワ

Ｎ Ｏ ． １

Ｎ Ｏ ． ２

沈殿槽汚泥引抜ポンプ

沈殿槽汚泥引抜ポンプ

Ｎ Ｏ ． ３

ばっ気槽ブロワ

汚泥濃縮槽ブロワ

汚泥貯留槽ブロワ

Ｎ Ｏ ． ３

沈殿槽汚泥引抜ポンプ

ばっ気槽（１）

送風電動弁

送風電動弁

ばっ気槽（２）

汚泥引抜電動弁

（汚泥濃縮槽）

余剰汚泥電動弁

返送汚泥電動弁

脱離液排出電動弁

汚泥濃縮槽散気電動弁

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

－

－

－

－

－

－

－

Ｍ－１１

Ｍ－１２

Ｍ－１７

Ｍ－１８

Ｍ－１９

Ｍ－１３

Ｍ－１５

Ｍ－１６

ＭＶ－２

ＭＶ－３

ＭＶ－４

ＭＶ－５

ＭＶ－６

ＭＶ－７

ＭＶ－Ｋ３

－

－

－

－

－

－

－

ＥＬＢ

ＥＬＢ

ＥＬＢ

ＥＬＢ

ＥＬＢ

０ ． ７ ５

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

１００Ｖ

２ ． ２

３ ． ７

３ ． ７

３ ． ７

既設

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

７ ． ５ →

５ ． ５

７ ． ５ →

５ ． ５

ＶＶＶＦ回路から直入れ回路へ変更

ＶＶＶＦ回路から直入れ回路へ変更

７ ． ５ →

５ ． ５

自動運転：２４時間タイマーによる自動運転

自動運転：２４時間タイマーによる自動運転

自動運転：２４時間タイマーによる自動運転

自動運転：２４時間タイマーによる自動運転

自動運転：２４時間タイマーによる自動運転

自動運転：２４時間タイマーによる自動運転

自動運転：２４時間タイマーによる自動運転

自動運転：２４時間タイマーによる自動運転

ＶＶＶＦ回路から直入れ回路へ変更

自動運転：２４時間・稼働時間タイマー

　　　　　による自動運転

自動運転：２４時間・稼働時間タイマー

　　　　　による自動運転

自動運転：２４時間・稼働時間タイマー

　　　　　による自動運転

自動運転：２４時間・稼働時間タイマー

　　　　　による自動運転

自動運転：２４時間・稼働時間タイマー

　　　　　による自動運転

「ばっ気コントローラによる自動運転」

　から変更

「ばっ気コントローラによる自動運転」

　から変更

「ばっ気コントローラによる自動運転」

　から変更

「ばっ気コントローラによる自動運転」

　から変更

　から変更

「汚泥改質機構コントローラによる自動運転」

自動運転：２４時間・稼働時間タイマー

　　　　　による自動運転 　から変更

「汚泥改質機構コントローラによる自動運転」

自動運転：２４時間・稼働時間タイマー

　　　　　による自動運転
「ＳＳ計と連動運転」から変更

ＭＶ－８の回路を流用

「Ｐ－２」から「Ｐ－１」の制御に変更

Ａ

Ａ

Ａ

【撤去・更新】ＶＶＶＦ関係

【撤去・更新】ＶＶＶＦ関係

【撤去・更新】ＶＶＶＦ関係

更新

更新

更新

更新

更新

更新

更新

更新

更新

更新

更新

更新

更新

更新

ＥＬＢ

ＥＬＢ

ＥＬＢ

２４時間タイマーによる自動運転併用
Ｍ－１０ 散水ポンプ １ ． ５

撤去

更新
－ ＥＬＢ Ａ

自動運転：スクリーンに連動する自動運転、遅延停止　及び
【撤去・更新】ＶＶＶＦ関係

P2111
テキストボックス
７

P2111
テキストボックス
鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設
機械電気設備改修工事
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令和　６　年度

鶴　岡　市縮尺　図　示

図面番号 E-10

作 図

工事名

山形県土地改良事業団体連合会

図面名

鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設電気設備改修工事

竣工図

動力設備 １階平面図（撤去）

撤去

部は、撤去箇所を示す。

P-2

撤去

ORP DO PH MLSS

MLSS1PH1DO1ORP1

SS

UV-1

撤去

UV

撤去

PB1

ＭＶ
Ｋ１

ＭＶ
Ｋ２

SS1

Ｍ

Ｋ１

Ｍ Ｍ

Ｋ２ Ｋ４

Ｍ

Ｋ３

PB1

LS-K2(5)LS-K1(4)

Ｍ Ｍ

Ｋ５Ｋ６

ＭＶ
８

PB1

QB

撤去

ＴＥＬ

Ｍ

４

Ｍ

３

LS-1(5)

Ｍ

１９

Ｍ

１７

Ｍ

１８

９

ＭLS-2(3)

ＭＶ
５

ＭＶ
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FI-2
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７

LS-3(2)

Ｍ

８

Ｍ

１０

Ｍ

２５
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Ｍ Ｍ

１１ １２

Ｍ

１３
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３

ＭＶ
２

ＴＨ１

ＭＶ
１

ＭＶ
４

ＭＶ
Ｋ３

Ｍ

１５

FI-1

２

Ｍ

部は、今回撤去箇所を示す。
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０
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０
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０
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１，０００ ４，５００
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０

２ ０
０

１ ２
，２

００

３ ，
３０

０

２７，８１０

２００５，４５０２００２００ １，３００

３５０

２，８００

３，１００

２００

３００３，１００３００

４，８００２００

５，０００３００１，２００３００

２００２００ ３，６００

１００ ６，５００

８，４６０

２００ ２，０００

２００ １，０００ ３００

２００

６００ ２００ ６００

２００ ５５０

管理室

風除室

倉庫

ブロワ室

電気室

処理室

処理室

１ 階 平 面 図　　S=1:50

ケーブルラック

ケーブルラック

１６

Ｍ

Ｍ

２２

ET-1

Ｍ

２３

ＴＨ２

ケーブルラック

Ｍ

２１

Ｍ

２０

Ｍ

２４

L-1

便所

Ｍ

１４

P-1 Ｍ

１

　　　　ＰＢ１：１５０×１５０×１００（ＰＶＣ・ＷＰ）

　　　　※（　）記載は既設利用。（　）未記載は撤去・新設とする。

　　２.ケーブルラックは既設利用とする。

　　（注記）

　　１.配管配線仕様（配管配線表参照）

　　３.プルボックス仕様

　　　　配管は既設利用・新設とする。（一部箇所は除く）

　　　　ＰＢ２：２００×２００×１００（ＰＶＣ・ＷＰ）

　　　　ＰＢ３：２５０×２５０×１５０（ＰＶＣ・ＷＰ）

　　　　ＰＢ４：３００×３００×２００（ＰＶＣ・ＷＰ）

　　　　ＰＢ－Ａ：４００×４００×３００（ＳＵＳ・ＷＰ）※新設

(FL-200)

PB1

　　埋込配管配線

　　露出配管配線

　　地中埋設配管配線

(FL+2700)

(FL+2300)

(PB4)

(FL+500)

(FL+1600)(PB3)

(FL+500)

(FL+1200)(FL+1200)

(FL+2700)

(PB1)

(FL+2900)

(FL+500)

(PB1)

(FL+2100)

(FL-800)

(FL+600)

(PB1)

(FL+2700)

既設

(FL+1500)

(FL+1300)

(FL+1500)

(FL-200)

(FL-1500)

(FL+500)

(PB2)

(FL-300)

(FL+500)

(FL+500)

(FL+500)

(FL+500)

(
FL
+2
30
0)

(FL+3300)

(PB1)

(PB1)

(FL+3300)

(PB1)

(FL+2600)

(PB2)

(FL+200)
(FL-500)

(PB2)

(FL+500)

(PB2)

(PB1)

(FL+900)

(PB1)

(FL+1300)

(PB1)

既設

(FL+1500)

(PB1)
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令和　６　年度

鶴　岡　市縮尺　図　示

図面番号 E-11

作 図

工事名

山形県土地改良事業団体連合会

図面名 配管配線表（撤去）

鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設電気設備改修工事

竣工図

　　〃 　　〃　　〃 　　　　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ

　　〃 　　〃　　〃 　　　　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ

　　〃 　　〃　　〃 　　　　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ

撤去

　Ｍ－５

　Ｍ－６ 　　〃 　　〃

　機械・電気

　水中攪拌機

　ばっ気槽（１）ばっ気攪拌装置

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　Ｍ－１１

　Ｍ－１２

　Ｍ－１３

　ＮＯ．１　ばっ気槽ブロワ

　ＮＯ．２　ばっ気槽ブロワ

　ＮＯ．３　ばっ気槽ブロワ

　Ｍ－７

　Ｍ－８ 　　〃

　　〃

　　〃

　　〃　ばっ気槽（２）ばっ気攪拌装置

　汚泥掻寄機

　　〃 　　〃　　〃 　　　　　〃

　撤去

　 ７ ． ５

　 ７ ． ５

　 ７ ． ５

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ

　ＣＶ　８Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　８Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　８Ｓｑ－４ｃ

　Ｍ－１０ 　散水ポンプ

　撤去 　機械・電気

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　Ｍ－２ 　自動微細目スクリーン 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　Ｍ－４

　Ｍ－３ 　ＮＯ．１　流量調整ポンプ

　ＮＯ．２　流量調整ポンプ

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　Ｍ－９ 　スカムポンプ 　　〃 　　〃 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　　〃 　　〃

　汚泥濃縮槽ブロワ 　機械・電気　撤去 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ　Ｍ－１５

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

　Ｍ－１７

　Ｍ－１８

　Ｍ－１９

　ＮＯ．１　沈殿槽汚泥引抜ポンプ

　ＮＯ．２　沈殿槽汚泥引抜ポンプ

　ＮＯ．３　沈殿槽汚泥引抜ポンプ

　機械・電気

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ　撤去

　Ｍ－２５ 　消毒槽排気ファン 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ　撤去 　機械・電気

　電気　流量調整槽レベルスイッチ 　　〃

　ＭＶ－１

　ＭＶ－２

　ＭＶ－３

　ＭＶ－４

　　〃

　　〃

　　〃

　ＭＶ－７

　機械・電気

　　〃

　　〃

　　〃

　沈砂排出ポンプ電動弁

　ばっ気槽（１）送風電動弁

　ばっ気槽（２）送風電動弁

　汚泥引抜電動弁

　脱離液排出電動弁

　ＬＳ－１

　　〃 　　〃　スカムポンプ槽レベルスイッチ　ＬＳ－２

　　〃 　　〃　ブロワ室サーモスイッチ　ＴＨ－１

　　〃 　　〃　散水ポンプ槽レベルスイッチ　ＬＳ－３

　　〃 　　〃　ＬＳ－４ 　放流槽レベルスイッチ

　撤去 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－６ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－３ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－３ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ

　ＭＶ－５

　ＭＶ－６

　余剰汚泥電動弁

　返送汚泥電動弁

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　　－　電気　ＦＩ－１ 　原水電磁流量計 　撤去 　ＣＶＶＳ　２Ｓｑ－２ｃ，Ｅ２Ｓｑ

　　－　電気　撤去　　－ 　引込柱引込点（３φ３Ｗ　６．６kＶ） 　ＱＢ 　高圧受電盤 　６kＶ　ＣＶＴ　３８Ｓｑ 【ＦＥＰ８０】，ＰＥ８２

　　－　　〃 　　〃　引込柱引込点（ＮＴＴ） 　Ｐ－１ 　ＣＰＥＶＳ　０．９－３Ｐ 【ＦＥＰ３０】，ＰＥ２８　　－

　　－　　〃 　　〃　ＳＯＧ 　ＳＯＧ制御装置 　ＱＢ 　高圧受電盤 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－２ｃ 【ＦＥＰ３０】，ＰＥ２８

　　－　　〃 　　〃　ＰＡＳ 　高圧気中開閉器 　ＳＯＧ 　ＳＯＧ制御装置 　付属ケーブル 　ＨＩＶＥ２２

　　－　　〃 　　〃

　　－　　〃 　　〃

　　－　　〃 　　〃

　　－ 　（ＥＬＡ） 　ＩＶ　１４Ｓｑ 　ＨＩＶＥ１６

　　〃 　　　　　〃

　　－

　　－ 　（ＥＡ） 　ＩＶ　１４Ｓｑ 　ＨＩＶＥ１６

　ＨＩＶＥ１６　　〃 　　　　　〃 　ＳＯＧ 　ＳＯＧ制御装置 　ＩＶ　５．５Ｓｑ

　　－ 　電話保安器箱

　動力制御盤　（改造）　※電話保安器箱経由

　（ＥＤＴ）

　　－　ＦＩ－２ 　汚泥引抜量電磁流量計 　ＣＶＶＳ　２Ｓｑ－２ｃ，Ｅ２Ｓｑ

　ＰＡＳ 　高圧気中開閉器

　ＰＡＳ 　高圧気中開閉器 　ＷＨＭ

　　－　　〃 　　〃

　　－　　〃 　　〃　電力量計収納箱（電力会社支給品）

　ＨＩＶＥ１６　ＩＶ　２Ｓｑ

　　－ 　ＰＥ２８

　ＴＥＬ 　ＴＥＬ用アウトレットボックス 　　－ 　ＣＰＥＶＳ　０．９－３Ｐ

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

　撤去：ＦＳ５個

　撤去：ＦＳ３個

　撤去：ＦＳ２個

　撤去：ＦＳ１個

　撤去：ＴＨ１個

　撤去：φ１２５mm

　全体図：Ａ，Ｂ，Ｄ

　全体図：Ａ，Ｂ，Ｃ

　全体図：Ａ，Ｂ，Ｃ

　撤去：φ８０mm

　　〃 　　　　　〃 　　〃 　　〃 　　－

　　－　撤去 　電気 　ＣＶ　２Ｓｑ－３ｃ

　ＣＶＶＳ　２Ｓｑ－２ｃ

　　〃 　　　　　〃 　　－

　　－ 　ＣＶ　２Ｓｑ－３ｃ

　ＣＶＶＳ　２Ｓｑ－２ｃ

　　〃 　　　　　〃 　　－

　　－ 　ＣＶ　２Ｓｑ－３ｃ

　ＣＶＶＳ　２Ｓｑ－２ｃ

　　〃 　　　　　〃 　　－

　　－ 　ＣＶ　２Ｓｑ－３ｃ

　ＣＶＶＳ　２Ｓｑ－２ｃ

　　〃 　　　　　〃

　　－ 　ＣＶ　２Ｓｑ－３ｃ

　ＤＯ 　ＤＯ計（変換器）

　ＯＲＰ 　ＯＲＰ計（変換器）

　ＭＬＳＳ 　ＭＬＳＳ計（変換器）

　ＰＨ 　ＰＨ計（変換器）

　ＳＳ 　透視度計（変換器）

　ＤＯ 　ＤＯ計（変換器）

　ＯＲＰ 　ＯＲＰ計（変換器）

　ＭＬＳＳ 　ＭＬＳＳ計（変換器）

　ＰＨ 　ＰＨ計（変換器）

　ＳＳ 　透視度計（変換器）

　ＤＯ１

　ＯＲＰ１

　ＭＬＳＳ１

　ＰＨ１

　ＳＳ１

　ＤＯ計（検出器）

　ＯＲＰ計（検出器）

　ＭＬＳＳ計（検出器）

　ＰＨ計（検出器）

　透視度計（検出器）

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　－ 　ＣＶＶＳ　２Ｓｑ－２ｃ　　〃 　　〃

　　－　　〃 　　〃 　専用ケーブル

　　－　　〃 　　〃 　専用ケーブル

　　－　　〃 　　〃 　専用ケーブル

　　－　　〃 　　〃 　専用ケーブル

　　－　　〃 　　〃 　専用ケーブル

　　－ 　ＣＶＴ　１００Ｓｑ　電気　撤去

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃

　　－

　　－ 　ＣＶ　１４Ｓｑ－３ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　　〃 　　〃 　　－ 　Ｅ３８Ｓｑ，Ｅ１４Ｓｑ

　撤去 　電気 　ＣＶ　２Ｓｑ－３ｃ

　　〃 　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－１０ｃ

　　〃 　　〃

　　〃 　　〃 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－１０ｃ

　　〃 　　〃

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－１０ｃ

　ＣＶＶＳ　２Ｓｑ－２ｃ

　 ０ ． ６

　　－

　　－

　　－

　　－

　ＭＶ－８ 　　〃 　機械・電気 　１００Ｖ 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

ＨＩＶＥ２２

　ＱＢ 　高圧受変電盤　（撤去）

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃　　〃 　ＣＶ　１４Ｓｑ－３ｃ，Ｅ５．５Ｓｑ 　ＨＩＶＥ３６　８．２５　Ｐ－２ 　汚泥改質機構制御盤　（撤去）

　紫外線消毒装置流入電動弁

【ＰＦＤ２２】，ＨＩＶＥ２２

　ＵＶ－１ 　紫外線消毒装置モニター盤　（撤去）

　　〃 　　　　　〃

ＨＩＶＥ２８

ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２

ＰＦＤ２８，ＨＩＶＥ２８

　ＨＩＶＥ２８

　ＨＩＶＥ２８

　ＨＩＶＥ２２

【ＰＦＤ２２×２】，ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２

【ＰＦＤ２２×２】，ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２

【ＰＦＤ２２×２】，ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２

【ＰＦＤ２２×２】，ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２

　Ｐ－２ 　汚泥改質機構制御盤　（撤去）

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃　　〃

　　〃　　〃

　　〃　　〃

　　〃　　〃

　　〃　　〃

　　〃　　〃

　　〃　　〃

　Ｍ－Ｋ１

　Ｍ－Ｋ２

　Ｍ－Ｋ３

　Ｍ－Ｋ４

　Ｍ－Ｋ５

　Ｍ－Ｋ６

　ＭＶ－Ｋ１

　ＭＶ－Ｋ２

　　〃　ＬＳ－Ｋ１

　ＬＳ－Ｋ２

　　－　汚泥受槽レベルスイッチ

　汚泥貯留槽レベルスイッチ

　撤去

　電気

　機械・電気　汚泥受槽ポンプ 　 １ ． ５

　汚泥循環ポンプ 　 １ ． ５

　分離液移送ポンプ 　０．７５ 　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　汚泥移送ポンプ 　 １ ． ５

　 １ ． ５

　 １ ． ５

　　－

　　－

　汚泥受槽ブロワ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　汚泥循環槽ブロワ

　汚泥循環三方電動弁

　汚泥接触槽電動弁

　【ＰＦＤ２２】，ＨＩＶＥ２２

　【ＰＦＤ２２】，ＨＩＶＥ２２

　【ＰＦＤ２２】，ＨＩＶＥ２２

　【ＰＦＤ２２】，ＨＩＶＥ２２

　ＵＶ－１ 　紫外線消毒装置モニター盤　（撤去） 　ＵＶ 　紫外線消毒装置（変換器）

　　〃 　　　　　〃 　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃 　　〃 　　　　　〃

　　〃　　〃 　　－

　　〃　　〃 　　－

　　〃　　〃 　　－

　　〃　　〃 　　－

　【ＰＦＤ２２】，ＨＩＶＥ２２

　ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２

　ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ

　ＣＶ　２Ｓｑ－３ｃ

　ＣＶ　２Ｓｑ－２ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－３ｃ

　ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－５ｃ

　ＣＶＶ　２Ｓｑ－６ｃ

　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ

　【ＰＦＤ２２】，ＰＦＤ２２

　【ＰＦＤ２２】，ＰＦＤ２２

　　〃 　　　　　〃 　　〃　　〃　ＭＶ－Ｋ３ 　　－ 　ＣＶＶ　２Ｓｑ－７ｃ　汚泥濃縮槽散気電動弁　（更新）

　ＰＦＤ２８，ＨＩＶＥ２８

　ＰＦＤ２８，ＨＩＶＥ２８

　【ＰＦＤ２８】，ＨＩＶＥ２８

　【ＰＦＤ２２】，ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２

　撤去：ＦＳ５個

　撤去：ＦＳ４個

　Ｐ－１にて制御

部は、撤去箇所を示す。

部は、今回撤去箇所を示す。

　Ｅ３８Ｓｑ，Ｅ１４Ｓｑ

　Ｅ３８Ｓｑ

　ＥＴ－１ 　接地端子盤

　　〃 　　　　　〃

　　－　既設 　　－

　　〃 　　－ 　　－

　Ｐ－１ 　動力制御盤

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

　　〃 　　　　　〃

【ＰＦＤ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

　Ｍ－１

　　〃

　スクリーンユニット

　　　　　〃

　撤去

　　〃

　　－

　　－

　 ２ ． １

　　－

　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　【ＣＶＶ　２Ｓｑ－１０ｃ】

　装置内制御盤

　 ２ ． ２

　 １ ． ５

　 １ ． ５

　 １ ． ５

　 ０ ． ４

　 １ ． ５

　 ２ ． ２

　 ０ ． ４

　　－

　０．０２５

　　－

　　－

　　－

　０．７５

　 ３ ． ７

　 ３ ． ７

　 ３ ． ７

　０．０２５

　１００Ｖ

　１００Ｖ

　１００Ｖ

　１００Ｖ

　１００Ｖ

　　－

　　－

　　－

　　－

　　－

　１００Ｖ

　１００Ｖ

記 号

接　続　元

名 称

　 配管配線リスト

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　Ｐ－１

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　動力制御盤

　　〃 　　　　　〃

　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　Ｐ－１ 　計装盤

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

容 量

配 管 ・ 配 線負 荷 及 び 接 続 先

記 号 名 称 工事区分

備　考

（ＫＷ）
電線管　配線・ケーブル

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２８，２２】

【ＰＦＤ２８，２２，ＨＩＶＥ２８】

　容量変更

　容量変更

　容量変更

【ＰＦＤ２８，２２】

【ＰＦＤ２８，２２】

【ＰＦＤ２８，２２】

　Ｍ－１４ 　ばっ気沈砂槽ブロワ 　既設 　　－ 　 ０ ． ４ 　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　 ２ ． ２　Ｍ－１６ 　汚泥貯留槽ブロワ 　既設 　　－ 　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　 ０ ． ４

　 ０ ． ４

　０．２７

　０．０２５

　 ０ ． ２

　　〃

　Ｍ－２０

　Ｍ－２１

　ＮＯ．１　処理室排気ファン

　ＮＯ．２　処理室排気ファン

　Ｍ－２２ 　　〃　ブロワ室排気ファン

　Ｍ－２３ 　　〃　電気室排気ファン

　Ｍ－２４ 　　〃　局所排気ファン

　既設 　　－

　　－

　　－

　　－

　　－

　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

　【ＣＶ　２Ｓｑ－４ｃ】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２８】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２２】

【ＨＩＶＥ２８】

　 ２ ． ２　既設 　　－　　－ 　３Ｐコンセント　（可搬式汚泥ポンプ） 　【ＣＶ　３．５Ｓｑ－４ｃ】

　　－　Ｌ－１ 　電灯分電盤 　　〃 　　－ 　【ＣＶ　８Ｓｑ－３ｃ，Ｅ２Ｓｑ】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２８】

【ＰＦＤ２８】

【ＨＩＶＥ２８】

【ＨＩＶＥ２８】

【ＰＦＤ２８，ＨＩＶＥ２８】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

【ＰＦＤ２２，ＨＩＶＥ２２】

　　－　電気室サーモスイッチ　ＴＨ－２ 　既設 　　－ 　【ＣＶＶ　２Ｓｑ－３ｃ】 【ＰＦＤ２２】

　引込柱立上り部のみ

　引込柱立上り部のみ

　引込柱立上り部のみ

　引込柱立上り部のみ

記 号記 号

接　続　元

名 称
容 量

配 管 ・ 配 線負 荷 及 び 接 続 先

名 称 工事区分

備　考

　 配管配線リスト

　配線・ケーブル 電線管

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　Ｐ－１

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　動力制御盤

　　　　　〃　　〃

　計装盤　Ｐ－１

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　　〃　　〃

　　　　表中の【　】内は現状通りの既設利用とする。

　　（注記）

【ＦＥＰ６５】

【ＦＥＰ３０】

【ＦＥＰ３０】

【ＦＥＰ３０】

　【ＰＦＤ２８】

　【ＰＦＤ２８】

P2111
テキストボックス
鶴岡市集落排水事業
東栄地区処理施設
機械電気設備改修工事

P2111
テキストボックス
７



2
50

8
00 2360 280 2665

紫外線消毒ピット

汚泥貯留槽第３室

散水ポンプ槽

汚泥貯留槽第１室

汚泥貯留槽第２室

汚泥受槽 汚泥循環槽

移流槽

消　毒　槽
汚泥濃縮槽

バルブピット
流量調整槽

放流槽

バイパス

移流水路

排砂槽

倉　　　庫

便　所

電　気　室

ブロワ室 管　理　室
風　除　室

Ａ

Ａ

ＢＢ

C C

Ｄ
Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｅ

手摺り

ラインファンφ400

丸ガラリφ 150

消毒槽排気 ファンφ200耐食

丸ガラリφ 150

排気フード

有圧換気扇φ 250

丸型フードφ150

天井埋込扇395角
V
Uφ

1
50

VUφ100

VUφ 450VUφ 450

VUφ100

V
Uφ

1
00

VUφ 300

排気消音箱

VUﾓ350

給気消音箱

ドアガラリ

VUﾓ450 VUﾓ450

V
Uφ

4
50

V
U ﾓ
3
5
0

VUφ150

耐食ラインファンφ 200

V
Uφ

1
0
0

タラップ

点検口

天井埋込扇180角

丸型フードφ100

局所排気　排気(VUφ100→150)

処理室　排気(VUφ450)

処理室　排気(VUφ450)

ブロワ室　排気(VUφ300)

ブロワ室　給気(VUφ350)

処理室 給気(VUφ450)

処理室 給気(VUφ450)

換気塔配管リスト

1

4

2

3

ウ

排気室

イ

給気室

ア

ラインファンφ 300

手洗器

650×250

V
U ﾓ
1
0
0

給気消音箱(VUφ350)

給気管（VUφ450)

局所排気

消毒槽

風除室

便所

ブロワ室

管理室

処理室

室 名

排気消音箱、ラインファン（VUφ300）

耐食ラインファン(VUφ200)

耐食ラインファン(VUφ200)

ラインファン(VUφ450)

ドアガラリ 400×200

換 気 設 備 リ ス ト

給 気

ドアガラリ 650×250

排 気

電気室 ドアガラリ 250×650　2箇所 有圧換気扇(VUφ250)

ドアガラリ 250×650　2箇所 ドアガラリ 250×650　2箇所

倉庫 ドアガラリ 650×250 ドアガラリ 650×250

給気管（VUφ150)放流槽

天井埋込扇３９５角(φ１５０)

天井埋込扇１８０角(φ１００)

ドアガラリ
650×250

V
Uφ
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ドアガラリ
400×200

ドアガラリ
650×250

ドアガラリ
650×250

ドアガラリ
650×250
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縮尺

会社名

図面名

事業（務）所名

年月日

図面番号

山形県土地改良事業団体連合会

工事名

Ｖ－１

令和　 年　 月 　日

計画　換気平面図（１階）

鶴　　　岡　　　市

Ｓ＝１：５０

農業集落排水事業（東栄川尻地区）

ドレン管VPφ25ドレン管VPφ25

動力制御盤
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※ ダンパー設置箇所には流量測定口を設ける。

測定口詳細図　　Ｓ＝１：５

φ20VP 測定口
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φ20 PVC

脱水機ユニット 排気

φ100VUV
Uφ

1
00

着色部は撤去配管を示す。

丸ガラリφ 150
ファンφ200耐食 FRP

φ100VU

着色部は今回更新機器・配管を示す。

ドアガラリ
650×250

耐食ラインファン(VUφ200－φ100)脱水機ユニット

脱水機ユニット

着色部は更新機器を示す。
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縮尺

会社名

図面名

事業（務）所名

年月日

図面番号

山形県土地改良事業団体連合会

工事名

Ｖ－３

令和　 年　 月 　日

計画　換気断面図（Ａ－Ａ）

鶴　　　岡　　　市

Ｓ＝１：５０

農業集落排水事業（東栄川尻地区）

給気消音箱(VUφ350)

給気管（VUφ450)

局所排気

消毒槽

風除室

便所

ブロワ室

管理室

処理室

室 名

排気消音箱、ラインファン（VUφ300）

耐食ラインファン(VUφ200)

耐食ラインファン(VUφ200)

ラインファン(VUφ450)

ドアガラリ 400×200

換 気 設 備 リ ス ト

給 気

ドアガラリ 650×250

排 気

電気室 ドアガラリ 250×650　2箇所 有圧換気扇(VUφ250)

ドアガラリ 250×650　2箇所 ドアガラリ 250×650　2箇所

倉庫 ドアガラリ 650×250 ドアガラリ 650×250

給気管（VUφ150)放流槽

天井埋込扇３９５角(φ１５０)

天井埋込扇１８０角(φ１００)

局所排気　排気(VUφ100→150)

処理室　排気(VUφ450)

処理室　排気(VUφ450)

ブロワ室　排気(VUφ300)

ブロワ室　給気(VUφ350)

処理室 給気(VUφ450)

処理室 給気(VUφ450)

換気塔配管リスト
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※ ダンパー設置箇所には流量測定口を設ける。

測定口詳細図　　Ｓ＝１：５
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着色部は更新機器を示す。

着色部は今回更新機器・配管を示す。

着色部は撤去配管を示す。
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項目 1 整理番号 数量

名称

準拠規格

目 的 ：

条 件 ： 設置場所 ：

参考図

メーカー
指定

工場検査

別途事項

■ 社内     □ 立会     □ 公的機関

備考

・重量記載のこと

・使用水温　０～３５℃

■ 有（別紙、構造図及び電気設備図） □ 無

□ 有 ■ 無

汚水浮遊物の除去

ユニット内

1.9m/min

仕様

付属品

ケーブル VCT1.25SQ 4C 6m 1本

ベルト　予備 1本

ス プ ロ ケ ッ ト ： SUS304

ス ク リ ー ン バ ー ： SUS304

機　器　仕　様　書

【東栄地区浄化センター】

2台

　

脱水機ユニット

JIS・JEM・JEC規格等

型 式 ： 自動微細目スクリーン

電 動 機 ： 0.025kW  200V  50Hz (冠水型)

目 幅 ： ２㎜

主要部
材質

本 体 ： SUS304

処 理 水 量 ： 65㎥/h

か き 上 げ 速 度 ：



項目 2 整理番号 数量

名称

準拠規格

目 的 ：

条 件 ： 設置場所 ：

参考図

メーカー
指定

工場検査

別途事項

備考

・重量記載のこと

し渣の脱水

含水率　６８％ ユニット内

■ 有（別紙、構造図及び電気設備図） □ 無

□ 有 ■ 無

■ 社内     □ 立会     □ 公的機関

付属品

ケーブル VCT1.25SQ 4C 6m 1本

回 転 速 度 ： 15/min

電 動 機 ： 0.1kW  200V  50Hz (冠水型)

主要部
材質

本 体 ： SUS304

ス ク リ ュ ー ： SUS304

チ ェ ー ン ： SUS304

機　器　仕　様　書

【東栄地区浄化センター】

1個

脱水機ユニット

JIS規格等

仕様

型 式 ： し渣脱水機

　

目 幅 ： ２㎜

処 理 量 ： 60ℓ/h



項目 3 整理番号 数量

名称

準拠規格

目 的 ：

条 件 ： 設置場所 ：

参考図

メーカー
指定

工場検査

別途事項

■ 有（別紙、構造図及び電気設備図） □ 無

□ 有 ■ 無

□ 社内     □ 立会     □ 公的機関

備考

・重量記載のこと

脱水機・スクリーンの収納

付属品

ボルトナット（SUS304） 1式

ゴムパッキン（NBR） 1式

主要部
材質

本 体 ： SUS304

仕様

型 式 ： ユニット本体・架台

機　器　仕　様　書

【東栄地区浄化センター】

1式

脱水機ユニット

JIS規格等



項目 4 整理番号 数量

名称

準拠規格

目 的 ：

条 件 ： 設置場所 ：

参考図

メーカー
指定

工場検査

別途事項

【東栄地区浄化センター】

1個

排気ファン

JIS規格等

仕様

型 式 ： 耐蝕送風機

排 気 風 量 ： 5.0㎥/min

静 圧 ： 0.03kPa

回 転 速 度 ： 1450/min

電 動 機 ： 0.025kW  200V  50Hz

機　器　仕　様　書

ユニット内の排気

FRP

付属品

ケーブル　３５㎝

ダクト管フランジ　２枚

主要部
材質

本 体 ： FRP

羽 根 車 ：

■ 有（別紙、構造図及び電気設備図） □ 無

□ 有 ■ 無

□ 社内     □ 立会     □ 公的機関

備考

・重量記載のこと



項目 5 整理番号 数量

名称

準拠規格

目 的 ：

条 件 ： 設置場所 ：

参考図

メーカー
指定

工場検査

別途事項

備考

・重量記載のこと

流入水の前処理機（し渣除去・し渣脱水・排気)の制御

■ 有（別紙、構造図及び電気設備図） □ 無

□ 有 ■ 無

□ 社内     □ 立会     □ 公的機関

主要部
材質

付属品

機　器　仕　様　書

【東栄地区浄化センター】

1個

制御盤・計装盤改修

JIS規格等

仕様

動 力 制 御 盤 ： ３面連結

計 装 盤 ： １面

改 修 ： 材工共

対 象 機 器 ： 撤去　ドラムスクリーン

設置　脱水機ユニット(自動微細目スクリーン、し渣脱水

　　　機、排気ファン)


